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第13章　自由　1－”aBa　TpHHanllaTafi　cBo60Aa

〔パラグラフのはじめの【】内の語句は訳者による。〕

．【神的な〈自由（自己解放）〉の形象化一へ一ゲル哲学

H3・6pa）KeHvae　B・Kbeti・ee・6・∂b・（cew・ce・6・［”c∂eHttn）一ΦH∬・c・tP”f・　rere」”】

　ヘーゲルの哲学的教説は、全体として捉えるならば、〈神的な自由につい

ての教説＞yueHue　o　Bo3rcueth　cθ060∂eとして描出H306pa3mbされうる。なぜ

ならば、かれが見ていたこと、そして、かれがそれを以て教えていたこと、

これらすべては、実際に、こうした教説の内容に帰するからである。ヘーゲ

ルの哲学は、神の〈本質〉（］YUfHOCITZbを適切に開示paCKPblTbすることを試

み、そして、この本質が〈自由＞ceo60∂aに存する、ということを確定

YcTaHaBllHBaTbしている。かれの哲学は、神の生（生活活動）の〈道程＞nyTb

Bo）KHeti）KH3HHを描出することを試み、そして、この道程は〈自己解放＞

caMocBo60）KAeHHeである、ということを究明06Hapy）icHBaTbしている。それ

は、〈人間の生（生活活動）＞ueloeeuecκafl・psctBHbの意味CMblcnを把捉

llocTHrHYTbすることに努め、そして、人間とその精神nyx、その身体neno、

その習俗規範（人倫）性HpaBcTBeHHocTb、その歴史、そしてその死一これ

らすべてが〈神の自己解放〉αaMooceo60ptc∂eHue・Eosucueの最高の段階を形づ

くる06pa30BaTbことを、強調yTBep）KnaTbしている。自由は最初にして最後

のもの、帰結Hcxon、そして至上のものyBeHqaHHeである。自由は神性の本

質essentiale　Bo）KecTBaであり、そして、実在性（現実性）の基準KpHTepHli

peaJlbHOCTbである。一切は、〈自由を通じて照ρec、そして、自由ゆえに

pa∂u＞存在する。ところで、自由の本性は何に存するのか？B　ueM＞me　ee

（CBO60Abi）nPHpona？

【〈自由〉＝〈自己限定〉：自己原因としての〈実体〉＝神

C6・6・∂a＝Cant・・npe∂eWeHUe・：Cy6eMaHqUn　KaK　CaUSa　SUi＝6・r】
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　「自由」の定義において、そこに明確性flcHocTbや意見の一致noroBoneHHocTb

が些かでも欠けるならば、ヘーゲル哲学の信頼に足る理解にとっては致命的

であるように思われる。「自由」という術語TePMHHは、思想史liCTOPIIsl　M51CllH

において、しばしば用いられ、かつ濫用3∬oyfiOTpe6”flTbされ、それには様々

な意味3HaqHeが結び付けられて、実際の論争において幾度もスローガン

flo3yHrとされてきたので、その背後に隠れている〈合理的な内容＞pay．UHoe

coarcepplcaHueは、まるで姿を消して、その場所（本領）を、情緒的に体験さ

れる曖昧さ（非限定性）atptpeKTHBHo　nepelkneaeMax　HeonpeAe∬eHHocTbに委ね

ていたように思われる。ヘーゲルの時代に、すでにそうであった。かくし

て、この術語の積極的にして、合理的な内容nom）KzTellsHoe，　pa3yMHoe

conep＞KaHHeを再生Bo3poAzTbさせるためには、それについてのすべての直観

力cHlla．HHTYIITzBHoro　BMneHMflが必要となる。

　神性の本質cyluHocTb　60）KHfiは自由cBo60naに存する。なぜならば、自由

は〈自己限定＞caMoonpene”eHHeであるからである。神は実体（基体）cy6cTaHuHH

であり、唯一の実在（現実）peaJlbHOCTbである。神の外になお他の実体が存

在するのであれば、二つの実体の各々は一方の自らの存在によって他方の存

在を〈制限＞02ρaHuueaMbし、〈限定＞onpe∂ennmbするであろう。これは、

各々は他方によって限定され、それ自らによって実体的であるのではない、

ということを意味する。なぜならば、実体は存在6biTHeであるが、決して限

定onpeneJI51Tbも制約06cmB朋Tbもされない存在であるからである。実体は

実在peaJlbHOCTbであり、如何なる他在UHO6bimueも有さず、したがって全く

自己に向けられて（依拠して）おり06pa田eHHafl　Ha　ce6fi、自己を自立的に限

定しているonpeAellAromafl　ce6fl　coMocToflTe∬bHo。〈求心的自己活動＞

nyeHmρocmpauu〃neabHafl　ccLwo∂e£menbHoemb、〈自立性＞Cαhwoc〃IOflmenbHocmb、

〈創造的一者＞meopuecκoe　OδUHouec〃n60　　これは実体の基本的な標識であ

る。ところで、こうしたことは、〈自由＞ceo60∂oが実体の本質CYIIIHOCTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いcy6cTaHHvaMである、ということを意味03HaqaTbしている。
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【〈実体〉の無限定性・無終極性

6eCfipeneJ・bHH・CTb・H・6eCK・HeqH・CTb　Cy6CntaHqUU】

　実体cy6CTaHlluaは、第一に、〈消極（否定）的な〉意味OMρunyaMenbHblti　CMbtC．a

において、自由である。なぜならば、実体は何ものによっても決して境界

orpaHli・lslTbづけられていないし、限定orpaH四HTbされてもいないからであ

る。実体は終極KOHeHも境界rpaHH耶1も有さないからである。それは一切Bce

であり、一切において、アナクシマンドロスAHaKCHMaHAPの「無限定的なも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カの」＞＞6ecnpeAellbHblti＞＞に類似しているからである。実体は「消極（否定）的

な」無終極性＞＞oTp四aTe∬bHa兄《6ecKoHeqHocTbを有0611anaTLしているのであ

る。

【〈実体〉の創造性・活動性・能動性：〈実体〉＝〈主体＞

TB・PqecTB・，　AeATeJ・bH・cTb，　amHBH・cT5・Cy6cmaHquu　：cy6cmaHqf・＝Cy6TeKm］

　実体は、第二に、〈積極（肯定）的な〉意味nono［｝reumenbHbtdi　CMblcnにおい

て、自由である。なぜならば、それは〈創造的なもの＞meopyecmeoだから

である。それは、生（生活活動））KH3HL、活動性neHTellbHocTb、能動性aKTHBHocTb

であり、全く向自的である（自己に向けられている）06pameHHaff　Bceueno　Ha

ce6s。実体が創造TBOPHTbする、ということは、実体は何か「他なるもの」

〉＞HHoe＞＞ではなく、そのものであるからである。実体はそれ自身主体cy6beKT

であり、それ自身自己の客体06beKTである。その「端緒」＞＞HaqaJlo＞〉はその

「終極」〉＞KOHell＞＞と一致する。実体は創造的で「積極（肯定）的な」無終極

性＞＞nOnOOfcumeubHafl《6eCKOHegHOCTbである。

【創造的な自己限定＝実体の自由：弁証法的な分解（脱統合）・有機的な再結

合（再統合）

TBopqecKoe　　caJvtoonpe∂eπeπue＝cBo60na　　cy6cTaH口HH：　　双HaJleKcrHqecKoe

pacnaneHHe－opraHHgecKoe　Boccoe団HHeHHe】

　かくして、実体の自由は、実体は〈創造的な自己限定＞Meopuecκoe

α醐ooηρθ∂eoeHueである、という点に存する。こうした自己活動性
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caMonefiTellSHOCTbにおいて、全く向自的に、実体の自由は、自由に、〈内的

な〉諸道程においてHa．eHYMpeHH〃x．njy〃IM、そして〈内的な〉諸目的に従い

flo　eHJVMρeHHzbvt　lleJIslM、自己の本質cylllHoTbを現存化（実現）oclllecTB”fiT5す

る。その（実体の自由の）道程は、それ（その自由な本質）を、〈弁証法的

な分解（脱統合）＞Ouaneκ〃zuuecκoe　pac〃aδe〃ueと〈有機的な再結合（再統

合）＞oρeaHuuecκoe　60ccoe∂UHeHueを通じて、一体化（接合）cpaCTHTbされた

〈限定の具体的な豊饒性＞KOHΨpem〃oe　60zamc“z60　onρe∂eaeHutiへと導く。こ

うした法則3aKOHに従い、そして、こうした形式ΦOPMaにおいて、その（実

体の自由の）〈理性的な〉本質pa3yM〃afi　cylllHocTbは現存化（実現）ocyulecTBJIslTb

される。

【〈実体〉＝弁証法的・有機的に自己を思惟する客体（客観）的〈概念＞

Cy6cmaHqu£＝A”a∬emH－ecKH－opraHgecK”　MbmH田ee　ce6”　06beKTHBHoe

llOHHTf・e】

　実体cy6CTaHUMflは〈理性（合理）的〉エレメント〔本領を発揮する境位〕

pa3yMHafl　CTUXHflであり、〈思惟のエレメント＞cmorXZtfl・n・tblcnuである。それは

〈弁証法的・有機的に自己を思惟する客観的な「概念」〉∂uα7eκmuyecκu一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨエ
oρeaHuyecκu　Mbicnflzqee　ce6fl　06beκmu8κoe　llouamueである。その「概念」の

活動の各々Ka》lqlbl　aMは、自由な自己限定の活動aKT　cBo60nHoro

caMoollpenelleHHflであり、自由の活動である。「概念」IloHATHeは、自由に自

己の内容COAep）KaHHeを分割ne－HTbし、自由にそれを一体化（融合、接合）

cpalllvaBaTbし、再び豊饒化06aramaTSされる。「概念」は、それ自身、思惟に

よって自己を創造する〈有意味な有機体＞CMbtcno60U　opeaHu3A・t，　caM　ce6fl

TBOPfllllMti　MblCllbroである。すなわち、この意味において、「概念」は、〈神

的なもの＞Eonκecmeoであり、他在から自由な〈思惟の有機体＞CBO60AHEIti

oT　vaHo6blTllfi　opraHH3M　MblcllH、あるいは、〈自由な主体＞c6060∂〃磁（］y6beκnz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むであるのと同じく、〈客体（客観）的な意味＞06bermu6Hbni　a｝・ibicπである。

【神の自由＝内的な必然性・絶対的な有機体性
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cBo60na　Eo⊃KH只＝BHyTpeHHaH　Heo6xonHMocT5－a6conKoTHafl　opraHHgHocTs】

　勿論、自由は、神的な生（生活活動）の〈法則＞3aκoH　BolKecTBeHHoli）KH3HH

として、「概念」にとっては〈内的な必然性（不可避性）＞eHympeHHafl

〃eo6xo∂tOllOCMb　n”fi　nOZZTnzである。「概念」に固有なことHo朋Tmo

CBotaCTBeHHOは、絶対的な有機体の法則によって自己を展開すること

pa3BHBaTscfi　no　3aKoHy　a6co”loTHoro　opraHzcMaである。その絶対的有機体は、

まさしく、それが〈他在taHO6blTbeをまったく有HMeTbしていない〉という

ことにおいて、相対的で有限の有機体から区別される。それゆえに、神の自

由CBO60na　Boxzaは、〈絶対的な有機体性＞a6conro〃ZHα”ρzα〃閉κoc〃拓とし

て、適切に表現BHpa3HTbされうる。

【他在の不在　He6blTHe　HHO6blTHfl】

　明らかに、すべての制限（限定）orpaH四eHHeや縮小（削減）YMaJleHMe

は、実体を〈不自由な〉端緒（原理）Heceo60∂Hoe　Haga」loへと変形npeBpalllaTb

してしまう。他在の現出no”BneHHe　MHO6SITueは、「概念」自身によって創出

ca3naT6されたにしても、それを制約された有限の立場no∬o）KeHHe

o6ycAoBfleHHoe　H　KoHeqHoeに置く。神の自由は如何なるものにも「対置
　　　　　　　　　　　　　　　　らり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

npoTHBonocTaBllfiTbされ」、「制約06yciloBllTsされ」、「制限（限定）orpaHvaqvaTb

　　　　の

され」えない。もしこんなことになれば、「概念」は自己の自由の〈絶対性＞

a6COR｝omHocmbと自己の有機的な展開の〈絶対性〉α6梛κ）〃％αηb　CBoero

opraHHgecKoro　pa3BHTHfiを喪失してしまう。これは、神性Bo＞KecBoが自己の

自由を喪失YTpaTHTbする、ということを意味している。

【「概念」の端緒における自由と不自由、主体と客体の緊張

HaT只｝KeHHe　Me；K［ly　cBo60Ao繭　（cy6beKToM）　M　HecBo60凪o口　（06玉eKToM）　B

Hagene・llOHfiT”H】

　かくして、「概念」1’loHflTlieは、「端緒の〈論理＞JlorvaK・Haqana」におい

て、「絶対的理念」の状態cocToslHHe＞＞a6co丑mTHo逐H八eH＞〉に到達（を獲得）

AOCTHrHyTBしてから、〈自己を不自由な状態〉の中に〈自由に解き放つ＞
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c6060∂Ho　ce6fl　e　Heceo60δHoe　eocinoAHue　omnycKarnb。これは、「概念」が自己

の〈内的本性〉を〈全く〉歪めるHcKa＞KaTb・coeceu　cBo｝o　saympeπHloκo

nρupoDjv、ということを意味しない。そうではない。しかし、〈「概念」の存

在の方式（能力）〉は根源において歪められるc〃oco6　eeo　6bimUfl　e　KOPHe

HCKa）KaTbCfl。「概念」は自己の大気圏の純粋性と理性（合理）性を失うqHCTOTy

z　pa3yMHocTs　cBoeti　aTMoc（pepbl　yXpaqHBaTb。「客体（客観）的な　も　の」

＞＞06sewrZBHoe＞＞は、黙認（許容されていること）を利用してllOllb3y”Cb

fiollYIIIeHMeM、立ち上がりBoccTaTb、打ち勝ちnpeBo3MoraTb、危険をおかして

生活活動を営みはじめHaqMHaTb）KMTb　Ha　cBoti　cTpax、自己存在の端緒（原理）

を祝うfipa3nHoBaTb　HagaJlo　cBoeti　caMo6blTHocTH。「主体（主観）的なもの」＞＞

cy6seKTHBHoe＞＞は、弱く「内的に」揺らめきながら、諸事物の深奥にまで下

降しonycKaeTcfi　no　cocToflHuff　c∬a60ro，（（BHyTpeHHoro＞＞MepllaHMfi　B　my6HHze

Bemeta、そして、自己の自由な転落（落下）の諸帰結を、最後まで（とこと

ん）受け取るnpHHHMaTb　no　KoHHa　fioenencTBHfl　cBoero　cBo60nHoro　fiane｝if｛。

【積極的自由の現存化による消極的自由の再建

BocTaHaBJIeHHe　　　oT∬HHaTenbHo口　　　cBo60八〇繭　　　9epec　　　ocy田ecTBneHHe

HO”Omme∬bHoti　cBo60Aoti］

　　困難が生ずる3aTpyAHeHHe　Bo3HHKaeT。一方からいえば、制限された自由

oFpaHHgeHHax　cBo60naは自由では〈ない〉し、〈不自由な実体＞Hec6060∂Hafi

cy6cmaHeqUAは〈実体ではない〉。他方からいえば、実体は実体であることを

停止nepeCTaTbしえ〈ない〉。したがって、〈制限された自由は、自由に留ま

らなければならない＞orpaHzqeHHafl　cBo60Aa　Aofl）KHa　ocTaTbcfi　cBo60nox）。こ

うした困難は、「消極的oT∬四aT釧EHa司自由と「積極的fiollo）KHTe丑bHa司自

由との間の差異によって解決されるpa3pe田aTbcH　HocaencTBoM　pa3nqeHHfl。

「概念」は、第一の〔消極的な〕自由を喪失yTpaTZTbするが、しかし、第二

の〔積極的な〕自由を保持coxpaHmbし、そして、〈第二の自由の開示（究

明）paαKPb〃MUeと現存化（実現）ocyZtfecm6neHueを通じて第一の自由を再建
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60cmaHoeumbすること〉を自己の課題として立てる。このことの中に、全

ヘーゲル哲学の簡潔なシェーマcxeMa　Bc磁Φ田ocoΦHH　Fer朋は存する。

【「概念」の他在（被制限性）としての〈感覚的・具体的・経験的なもの＞

qyBcTBeHoe　KoHKpeTHoe　3MnHpHgecKoe　KaK　Ho6biTue　（orl）aHmgeHHOcTb）

ROHf・THfi】

　　かくして、「概念」は消極的な自由を喪失する。「概念」の思、弁的な無力

cneKy朋THBHoe　6eccMHeは、「概念」は〈全てではない＞He・ece．ecmbこと、

「概念」は〈他在〉と関係していることAello　c　UHO6blmue　ZMeTBb、このこと

をはっきり開示06Hapy”cHTb　BooqHK）する。感覚的エレメントの生粋の保守性

（因循姑息）no丑皿HHHaH　KocHocTb叩cTBe朋o首cTHxHH、非合理的な端緒の明

確（非両義的）な反作用（抵抗）HeABYcMblcneHHoe　”poTHBoAeticTBHe

HppallvaoHansHoro　HaqaJla、〈具体的・経験的なもの〉の特異（自己存在的）

な支柱caMo6LITHblti　Ynop　KoHKpeTHoro－3MnvapHqecKoro　　これらのことにお

いて、「概念」は、「外なるもの」＞＞BHelHHee＞＞が「内なるもの」＞＞BHyTpeHHee＞＞

を包含（表現・付与・具体化）0611eKaTbするように、包含（具体化）された

06neKmeeその（「概念」）の他在HHo6blTHeに、遭遇（避遁）BcTpeTHTbcfiし

た。ここに、「概念」の被制限性（被限定性）orpaH四eHHOCTb、有限性（終

極性）KoHeqHocTb、被制約性（被規定性）06yc皿oB皿eHHocTb、被対置性（被

対極性）－poT肥onocTaB丑eHHocTbが由来する。

【「概念」の創造的自己限定（弁証法的・有機的な「思弁的変容」・自己豊饒

化）の潜在力：有機体、魂、意識、意思、直観、思惟

noTeHUMa∬bHoe　cHJヨa　TBopqecKoro　caMoonpene刀eHHfl　（AHa”eKTHqecKH－

opraHHqecKo厳cyfieKynHTMBHoti　MeTaMopΦ03a：caMoo6ra皿eHHH）noHfiTHfi：

opraHH3M，　Ayllla，　co3HaHHe，　Bo∬H，　co3epHaHHe，　Mblcnb】

　　しかしながら、「概念」は、積極的自由nono）KHTellsWyro　cBo60nyを、すな

わち、自己の前で上昇の展望を開いていく創造的な自己限定の力CHJIY

TBopqecKoro　　caMoonpeAelleHMfi，　oTKpblBaK）田yro　nepeA　　HMM　　nepcneKTHBy
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Bocxo＞KAeHnffを、保持coxpaHHTbしていた。この力は、それが他在に拘束

CKOBaTbされているかぎりでは、世界の〈最低の〉諸段階における有機的生

命に似かよったものno八〇6He　opraH四ecKoわKH3HH　Ha　HH3HIHx　cTyHe朋x　MHpa

の能力さえ有していない。しかし、この力は、自己において、隠された形姿

B　cKpblToM　BzAeにおいて、自己のより高次の諸能力Bb皿”e・cnoco6HocTHの全

てを保持している。この力は、〈潜在的には＞e　nomeHZfuu、有機体

opraHH3M、魂丑yHla、意識co3HaHHe、意思Bo丑fl、直観co3epUaHne、そして思

惟Mblcnbである。思弁的エレメントの潜在的な権能noTeH岨刎bHoe

MoryMecTBo　cfieKYJIslTHBHoti　cTHxliMは、次の点において表現Bblpa）KaT5されて

いる。すなわち、その力が、世界においてB　MHpe、自己豊饒化という自己

の弁証法的・有機的な「思弁的変容」cBo｝o　AMaJleKTHqeclc｝1－opraHHqecKyio

＜＜cneKYJIffTzBHyK）MeTaMopΦ03y＞＞caMoo60rameHHfiを、他在の負荷〈にもかか

わらず＞Hec，140ηpfl　Ha　6peMfi　HHo6BiTzsi、持続nponoll）KaTbする一しかも、

その思弁的エレメントが「敵」という非理性（非合理）的な自己存在性にHan

Hepa3yMHoti　caMo6blTHocTblo＜＜Bpara＞＞打ち勝つことBo306nanaTbに成功するか

ぎりで、そうする一という点において。まさにこの思弁的変容こそが、世

界を、神性によって完遂された創造的な自己解放TBopqeCKoe

caMoocBo60瑚eHHe，　coBepmaeMoe　60）KecTBoMへと、変えるnpeBpa田aTbのであ

る。

【不自由の克服による自己解放

ocBo60）KIIeHne　gepe3　npeo八〇JleHHe　HecBo60丑H】

　こうしたこと全ては、次のことを意味している。すなわち、〈世界姻ρeに

おいて、実体CY6c〃zaHqusは自由ではないが、しかし自己を解放するための

力を保持しているcuny　Onfl〃moeo，　umObi　oceo60∂umb　ce6fl＞、ということを。

実体はこれ以外のことではありえない。というのは、実体cy6CTaHuzsiは

〈精神的なもの＞Oyr6Haであるが、精神耳yxは「絶対的自由」a6coniomHan

　　　　　　　　　　　　　ぶc6060∂aに他ならないからである。そして、実体が自己を制限（限定）され
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た状態orpaHHgeHHoe　cocTofiHHeに陥れるce6fi　HoBepraTbとすれば、それはよ

り高次の自己解放のためpaAz　Bblcmero　caMoocBo60）KneHzslなのである。それ

ゆえに、「世界における不自由」〉＞HecBo60Aa　B　Mzpe＞＞は、極めて深遠なる神

性の自由の顕現npofiBlleHMe　rny60qatameli　cBo6nbi　50）KecTBaであるにすぎな

い。こうした自由は、「不自由な」状態を〈恐れることなく〉、He．cmpatttumcfl

こうした状態を〈受け入れ＞nρue、Vt－aem、そして、耐え抜きH3）KHBaeT、〈自己

の自由のこうした深さを確証し＞ymeePOfc∂α”〃％M卿6拠γc60磁c6060∂bl、

それによって、〈自己解放のより高次の完成＞6blzuyro　nonHomy　ocBo60）iglleHzz

を獲得fiPHO6peTaTbする。

【神における過程（審判）としての自由：生成する絶対的自由＝喪失と回復

（再獲得）

CBO60na　KaK　llpOlleCC　B　EOre　：CTaHOBfimafiCfi　a6COfirOTHafi　CBO60na＝yTpaTa

”B・3Bpa皿eHHe】

　こうしたことは、次のように表現しうる。すなわち、〈自由は神における

過程（審判）npoqecc　e　Eoeeである〉と。世界の各々の形姿06pacは、〈すで

にして＞y［”ce自由であり、そして〈全てはいまだなお自由ではない＞6cθθωε

He　ceo6∂eH。それはより低次の段階と比較してllo　cpaBHeHHK）より大きな自由

であり、そしてより高次の段階と比較してより小さな自由なのである。世界

の各々の形姿は、それぞれ静態として捉えられるならば、絶対的な自由を有

さないが、世界の諸形姿の順列においてB　pfiny　MHpoBblx　06pa30Bは、それぞ

れの形姿は〈生成しつつある〉α願〃06郷α脇絶対的な自由である。世界の

形姿化のあらゆる順列Becb　pflA　MHpoBblx　06pa30BaHmbは、自己の実体的な有

意味性を再現（再建）する実体cy6cTaHH田，　BoccTaHaB皿HBalolllaff・cBoe

cy6cTaHuHanbHoe　3HaqeHHeによって創造co3naTbされる。自由は、喪失され且

つ再獲得された楽園yTpaqeHHslta　va　Bo3BpaluaeMblti　patiであるかのごときもの

である。しかし、この楽園は、自由に、すなわち、純粋に内的な必然性（不

可避性）qHcTo　BHyTpeHHafl　Heo6xonMMocTbによって、喪失され、そして、自

　　　　　　　　　　　　　　　　146



翻訳　イヴァン・A・イリーン『神と人間の具体性についての教説としてのヘーゲル哲学』

由な闘争にcBo60朋oe＞Ke　60peHHeおいて、すなわち、自己限定及び有機的成

長の内的法則BHyTpeHHblth　3aKoH　caMoonpeAelleHHfl　M　opraHKHecKoro　pocTaに

よって、再獲得BO3BpaluaTbされる。

　このようにして、〈活動現実性の諸形姿＞06pa3bi∂eabcmeumenbHOCUは全

て、〈現象＞neveHueについては言うに及ぼず、思弁的自由を〈欠いて＞nUUte’Hbl

おり、自己解放caMoocBo60）KAeHHeのための概念の〈闘争＞60pb6y　iloHflTHfl　3a

coMaocBo60＞iCaeHHeを、現しているABJI51Tちにすぎない。

【解放された状態のステップによって限定される人間の生（生活活動）の意味

cMH㎝醐・BeHecK・孟聡H3HH，・叩eAeflHHb・ti・cTenbK）・cB・6aneHH・cTM】

　こうして、〈人間の生（生活活動）の意味＞CA・tblcn　uenoeeuecκodi・：）icu3HUは

限定Oflpene／lfiTbされる。人間の個々の状態は、それ自身から捉えられるな

らば、自らから多かれ少なかれ高次の「世界の形姿」を呈示する、活動現実

　　かけら
性の欠片06mMoK　neticTBHTellbHocTH，　npencTaBJIslloluHti　H3　ce6i　6011ee　mH

MeHee　BblcoKvati《MHpoBoti　06pa3＞＞である。この形姿の高さは、それがそこに

おいて明示06Hapy）KHBaTbされ、あるいは、むしろ、それを精神丑yxが自己

において且つ自己によって現存化（実現）するocymecTBnfiTs（ところの）、

〈解放された状態の程度（水準）によって＞cmene〃bro　oceo60［ncδeUHocmu、限

定onpenenfiTbされる。

【〈いつもすでに〉現実化されつつある理想としての自由

cBo60Aa　KaK　Bce　HIIIe　peaJIH3ym田Hc∬H珂eaJI】

　人間の生（生活活動）の意味は、自由及び自己解放に存する。勿論、生

（生活活動）のこうした意味は、何らかの外的な課題HeKoe　BHemHee

3anaHze、あるいは規範HopMy、あるいは実現不可能な理想HecYIIIecTBHMblti

vaneanとして、表象されるべきではないce6e　npencTaBAflTb　clleAoBaTb。自由

を、たしかに理想と、しかし、すでに〈現実的な〉ρθαπb〃磁理想と、〈いつ

もすでに現実化されつつある＞6cε醐ερεαπ卿κw磁朋理想と、見なすこと

paccMaTpHBaTb、こうしたことは可能である。自由は、〈潜在的に完全な力
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〃O〃neHny〃απbHO－coeeρzueHHafi　cueaであり、自己の完全性の活動現実的な開花

を創造するM6（）p£Ulafi・aκnrycmbH°e・paCKPb”MUe　ce°2°C°eeρLaeHcmea＞°

【自己を解放する創造的力としての人間の本質（使命・宿命＝創造的闘争に

おいて自己を回復する実体（絶対的自由そのもの）

cy皿HocTb　qeJloBeKa　KaK　caMoocBo60畑am田ac兄　cHna　（Ha3HageHHe　H

npeAHagepTaHHe　　＝　　　cy6cTaHHH　　　（caMo　　a6cnmTHaH　　　cBo60団a），

BoccTaHoBn別o皿1a兄ce6班BTBopgecKoM　60peHHH】

　こうしたことは次のように表現しうる。すなわち、〈人間の生の意味〉は

一
〈自己の現存化（実現）に向けて労苦する現実的な精神的原理＞pean　bHoe

Oyxo6Hoe　Hauano，」pa60marotttee　Haδ　ceozltl・f　ocyzqecmeneHuauがそうであるよう

に一人間の精神の深奥の中に隠されている、と。人間に「課されている」

こと〉＞3anaHo＞＞、人間の使命Ha3HaqeHHe及び宿命npenHaqepTaHzeを構成してい

ること一これは、人間に、その生粋の内的な本質cynHOCTbゆえに、「課さ

れ、人間に、その真実の精神的な本性flPHponaゆえに、「宿命づけられてい

る」＞＞fipenHaHePTaHO＞＞。自己解放は人間に課されているが、しかし、それは、

人間の〈本質〉が非自由HecBo60Aaに落込んでいる、という意味3HaqeHneに

おいてではなく、人間の現実的な本質peaJlbHafl　cylUHOCTSは自己を解放して

いく力caMoocBo60maaK）IIIafl　cHfla以外ではない、という意味においてである。

人間には絶対的な自由が「宿命づけられている」。そして、このことは、〈人

間の生粋の精神的本質〉は、創造的な闘争において自己を回復する（取り戻

す）BoccTaHoBJIfllomafi　ce6fi　B　TBopqecKoM　60peHHH、〈実体そのもの〉、〈絶対

的自由〉そのものである、というように理解すべきである。

【フィヒテにおける「絶対的自我」：人間の使命＝実体との創造的自己同一化

（絶対的自由への上昇）：自己を思惟する概念の至上性、具体的豊饒性への

弁証法的・有機的上昇：人間存在の存在論的根拠としての精神的自己解放

＞＞a6co∬roTHblti只＞＞B　ΦHxTe：　Ha3HageHHe　genoBeKa　＝　TBopqecKoe

oTo畑ecTB∬eHHe　　ce6fi　　c　　cy6cTaHHIIHeti　　（Bocxo＞K圧eHHe　　K　　a6conroTHoti
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CBO60Ae）；BepXOBeHCTBO　MblC””merO　Ce6fl　nOHflTRfl，　AHafleKT”9eCKM－

opraHHqecKoe　　Bocxo）KaeHHe　　K　　KoKpeTHoMy　　60raTcTBy，　　AyxoBHoe

，。M。。、B。6卿eHHe　KaK・HT・”・r”9ecKvati・K・P・Hb・・en・BegecK…cy皿ecT・a】

　　まさにここで、ヘーゲルは、年長のフィヒテの教説の深みmy6HHaから、

理解されうるし、されなければならない。ヘーゲルによれば、人間において

自己解放を創出する精神は、かの「絶対的自我」＞＞a6co皿Hbl□兄＞〉に似ている。

これは、フィヒテの教説によれば、自己の力によって、人間の「相対的な、

弱い自我」に　　「非我」〉＞He－1＞〉に対する、他在HHO6blTHeに対する、勝利

flo6eayを、保障する。人間の使命Ha3HaqeHHeを、ヘーゲルはフィヒテとと

もに、自己の絶対的な精神的中心点cBoe　a6co皿loTHoe　cpenoToqHe（実体）と

の創造的自己同t化TBopqecKoti　oTo＞－lecTB皿eHvae　ce6fiの中に、そして、絶対

的自由への上昇Bocxo）ICIIeHMeの中に、見ている。フィヒテは人間中心的な実

体理解aHXponoueHepMqecKoe　fioHHMaHze　cy6cTaHllzHをすぐには棄てない。か

れは自由について、無限に実現される理想6ecKoHeqHo　ocmecTBIIfleMblti　Hnean

についてのように語る。かれは諸形象の全てを尽くすような思弁的系列

HcqepfiblBa｝oMMII　cfieKyJI51THBHblti　pan　06pa30Bを知らない、すなわち、自己を

思惟する概念の至上性BepxoBeHcTBo　Mblcnfi口ero　ce6”　HoHslTzflついての、そ

して具体的な豊饒性への弁証法的一有機的な上昇llPlaJleKTHqeCKII一
　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

opraHHgecKoe　BocxoneHrfe　K　KoHKpeTHoMy　60raTcTByについての、教説を知ら

ない。しかし、フィヒテとヘーゲルは、人間存在の〈存在論的な根＞

OHmaoeuuecκuti　Kope〃bを　　　〈精神的自己解放＞bYXOeHOe　cαLwooceo60iコicδeHue

として　　同様に理解している。

【自己を自由に創造し有機的に確立する〈実体〉→絶対的自由の活動現実的

存在＝他在によって拘束されない客体的（客観的）〈意味〉（〈概念〉）の

〈生活活動＞

ce6H　cBo60Ao　TBop狂ma只，　opraHHgecKH　yTBep；KIIalolllafi　cy6cTaHllHfi　→

aKTyanbHOe　6blTlle　a6CO”rOTHOti　CBO60Ua＝　）KM3Hb　He　CKOBaHHOrO
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”H・6blTHe｝f・6SeKTHBH・r・CMblCJ・a（H・HflTHH）】

　かくして、人間の生（生活活動）の意味は、ヘーゲルによれば、魂の固有

の実在（現実）的な深淵の中にB　co6cTBeHHoti　peaJlbHoti　FJIy6HHvae　nymz隠さ

れている。自己を創造する〈当の〉ものは、実体、潜在的には、絶対的自由

であるTo，　qTo　TBopzT　ce6fl，　ecTb　cy6cTaHロ朋，　T．e．　B　HoTeHIIHH　a6coll｝oTHafi

cBo60Aa。〈如何にして〉こうした実体が自己を創造するかκaκ　oHa　TBopMT

ce6fi、このことは、有機的な自己確立opraHzqecKoe．caMoyTBep）KneHHe、すな

わち、自由な創造cBo60AHoe　TBopqecTBoである。実体がそこに上昇する〈当

の〉ものTo，　K昭ワoHa　Bocxo耶Tは、絶対的自由の活動現実的な存在

aKTyatibHoe　6blTHe　a6co皿roTHoti　cBo60nbi、すなわち、他在によって拘束され

ない客観（客体）的な〈意味〉（「概念」）の生（生活活動））KH3Hb．He・cKoBaHHoro

MHo6blTlieM　06seKTHBHoro　cMblclla（HoHflTzfi）である。そして、自己の自由

を創造する実体cy6cTallHfi，　TBopfilllasl　cBoro　cBo60nyは「概念」IloHHTHe自身

以外ではない、ということを考慮するならば、〈「概念」は人間の生（生活活

動）の意味である＞fiOHnmue　ecmb　C．1・tblcn　ue”06euecκoSt　3rcueHu、と言いうる。

人間の最高の達成B61clllee　nocTH｝KeHHe　genoBeKaは、人間の生（生活活動）の

意味は、神的な（大文字の）「意味」の生（生活活動）を生き始める9TO6Bi　3a）KHTb

）Kli3HL｝060）KecTBeHHoro　CMblcna、ということの中にある。そして、このこと

が達成されるならば、人間は、まさしく、この（大文字の）「意味」CMblの

は人間の現存化の意味cMblcll　ero　cylUecTBoBaHHeである、ということを、確

　　　　　　　　　　の
信y6emnaTbCAする。

【人間存在の最高の目的としての人間の生活活動の創造的基礎：起動因＝目

的因：究極的理性＝起動的端緒

tBopqecKan　ocHoBa　qe丑oBegecKoro｝KH3HH　KaK　BblclllaH　Uenb　qenoBei｛ecKoro

6blTHfl：causa　effeciens＝causa　finalis：ultima　ratio＝primum　movens】

　人間は、人間の中で生きて（生活活動を営んで）いる〈もの〉の〈ため

に〉δ四Toro，　umo　B　HeM）KHBeT生きている（生活活動を営んでいる）。そし
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て、人間は、〈そのために〉人間が生きて（生活活動を営んで）いる〈その

力〉によって〃7020梛0κ），0．lfl・KOM（）poti　OH　n〃6eeM、生きている（生活活動を

営んでいる）。こうしたことは、次のことを意味している。すなわち、人間

の生（生活活動）の創造的基礎TBopqecK朋ocHoBa　ero＞KH3HHは、それ自身、

人間存在の最高の目的Bslcmal　llellb　ge／loBeqecKoro　6blTzfiである、というこ

とを。あるいは、別の言い方をすれば、人間存在の目的は、〈それ自身〉、そ

の生（生活活動）の中で自己を現存化（実現）ce6fi　ocymeCTBmeTbする、と

いうことを。起動因causa　efficiensは目的因causa　finalisに符合coBnaAaTbす

る。究極の理性ultima　ratioは起動の端緒primum　movensに他ならない。

〈絶対的なものは、人間の魂と精神との過程において自己を解放する＞

ノ16conrom｝toe　ocso60　ncδαem　　ce6兄　　6　npoqecce　δute8HoSt　u　　δyxo6Ho髭　　su℃u3｝iu

弓alO6eKa　o

　この過程は諸ステップの全系列に向かって分解Ha　lleablVa　pfln　cTenHeti

pacllanaTbcfiし、概していえばB　06mxx　gepTax、後続する図式を再生産

c－e恥πo叩ocxeMy　Bocfipox3BonzTbする。

【内的なもの（主体）と外的なもの（客体）、〈即自〉と〈対自〉の問の相関

～相互的な様態変容～〈即且つ対自存在〉一この相関を自覚する〈対我〉

（我々にとって）一主体と客体（理性と自由）の思弁的な同一性

COOTHO皿eHHe　BHyTpeHHerO　HHe皿HerO，　CaMHM　Ho　ce6e　H　caM”M　n”fi　ce6H　－

B3aHMHOe　BH丑OH3MeHeHHH～CaMO　nO　Ce6e　H即IH　Ce6fl－TO　COOTHOIIIeHHe

o3HaBalolllee　caMo　Anfi　Hac　－　cneKy∬roTHBHoe　To71cecTBo　cy6ちeKTa　H

O6beKTa，　pa3yMa　H　CBO60Abl】

　「内的なもの」＞＞BHy［rpeHHHe＞＞は、あたかも、それに無理矢理押し付けられ

たものeMy　HaBfi3aHHoe、外見からはc．B”ny「疎遠なもの」〉＞qy）Knoe＞＞であるか

のように、外から与えられたH3BHHe．naHHoe、何らかの「外的なもの」qTo－To

＜＜BHeHlee＞＞に、つまり、何らかの「他在」HeKoe＜＜HHo6blTHe＞＞に、遭遇する

HaTaJIKHBaTbcfl。この他在は、見たところ明らかな自立性caMocToHTellbHocTb
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を有し、そして、それに「突き当たった」内的な力＞＞Halllen！llyK）＞＞eMy

BHYTpeHHIolo　cHJIyを制限orpaHHqHBaTbしている。しかしながら、〈実のとこ

　　　　　　　　の
ろ＞Ha．caMOM・nefle、この「他在」は、内的な解放する原理にまったく無縁

ではなくcoBceM　He　qyAHno　BHyTpeHHeMy，　ocBo60）KnalolUeMycfl　HaqaJly、自ら件

の絶対的「理念」の〈客体的な変容＞06beκ〃zu6Hoe・6u∂ou3MeHeHue　Toti

a6co刀loTH面ぬ頷を提示npencTaB∬flTbするが、この絶対的「理念」に関して

は、「内的なもの」〉＞BHyTpeHHee＞＞は、〈主体的な変容）として〉現象する

cy6beκmue〃bLvt　eu∂ou＆ueHeHuau　flBnfleTcfl。客体的なもの06beKTHBHoeと主体

的なものcy6beKTHBHoe、あるいは、同じことだが、「対象」＞＞npenMeT＞＞と「自

己」＞＞caMocTb＞〉、「現象」＞＞fiBneHHe＞＞と「本質」＞＞cYIIIHocT5＞）、「他のもの」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ＞＞npyroe＞＞と「主体」〉＞cy6sseKT＞＞、「外的なもの」と「内的なもの」一こ・れ

らは、対等の諸様F．R　paBHonpaBHbie　Monycbiでは〈ない〉にしても、一つの本

質の諸様態Monycsl　enHHoti　cy田HocTMである。しかしながら、「主体」は、い

まだこのことを知らない。一客体についても知らないし、自己についても

知らない。客体は、同様に、このことを知らない。一自己についても知ら

ないし、主体についても知らない。したがって、客体の真（生粋）の性質

HcTHHHafi　Hpzpona　06seKTaは、依然として〈隠されて＞cKpblModiいる。その

理性（合理）的根拠pa3yMHblti　KopeHbは自己自身によって自覚（認識）03HaBaTL

されない。客体は、「即自的に」＞＞cαv　no　ce6e＞＞（nur　an　sich）のみ理性的

　　　　　　　　　ゆpa3yMeHであるにすぎず、「対自的には」＞〉δnfl・ce6fip（fttr　sich）理性的ではな

い。客体は、自己固有の非理性に囚われているかのようにKaK　6bl　B　n”eHy

co6cTBeHHoro　Hepa3yMHfl、苦悶しているToMHTbcfl。客体に遭遇する「主体」

も、同じく、思い違い（誤解）3a6ny）KAeHzeの中に件立している。しかし、

「主体」と「客体」について哲学ΦmocoΦcTBoBaTbしている「我々」〉＞Mbl＞＞は、

諸事物の真（生粋）の状F．R　McTHHHoe　nono）KeHHe．nellを知り、そして、錯誤

（欺臓）の中に深入りしないHe　BAaTbcfl　B　06MaH。「我々にとって」＞＞nJIH　Hac＞〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨラ（即自的ないし〈我々にとって＞an　sich　oder溜％κ∫）、客体は、他在の外
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見の背後に3a　BHnHMocTb　HHo6blTHfi自己の隠された「客体（客観）的」理性cBo｝o

cKp51TYIo＜＜06seenrHBHyK）　pa3yMHocTbを保持coxpaHslTbしている。かくして、

「解放」＞＞OCBO60）KneHMe＞〉は、次の点に存する。すなわち、この我々にはその

ように見られる（明白な）真実HCTHHaは、暴露（明らかに）pa306∬aqnTbさ

れざるをえない、という点に。「即自的に」現存するものTo，　qTo　06cToKT＜＜caMo

no　ce6e＞＞は、現存することにならざるをえないしna∬IKHo　cTaTb　06cTofimHM、

しかも、「対自的に（独力で）」＞＞nna　ce6fl＞〉。かくして、諸事物の真（生粋）

の本質HcTHHafl　cynHocTb　Bemeti　Vま、主体によって〈知られる＞oco3HaHHoti

cy6seKToM　　〈主体によって適切に認識される＞a∂eKBanTHo　tal・t・no3HaHHodi

　　ことが明らかになろう。「即自的に現存するもの」は、「対自的に（独力

で）現存するもの」になり、出口BLIXOAは、最終的領域へとB　nOCIIeAHIOIo

cΦepy、「即かつ対自的に現存するもの」の領域へとBcΦepy＞＞cywyro　no　ce6e

u∂infl・ce6E））、〈主体と客体との、理性と自由との、思弁的な同一性〉の領域

へ　とBcΦepy　cnel〈ynflmu6Hoeo　Tnoueδecm8αcy6bκma　u　o6beκma，　pのWαu

c6060∂bl、開かれるであろう。主体と客体の間のこの接近c6AmKeHHe　Me）K」IY

cy6seKcroM　H　06beKToMは、完全な明確性oTeTllHBocTbを伴って、表象ce6e

fipenCTaBliTbされなければならない。というのは、そこ（その接近）に解放

の本質cymHocTb　ocBo60）icneHI（slが存するからである。

【客体（他在）の仮象性（虚偽性）の暴露一客体（他在）の取得・同化

pa306nageHMe　MHvaMocTH　（BH双HMocTH）　06beKTa　（HHo6HTH別）－ycBoeHHe

・6ちeKTa（”H・6blTHfi）】

　自己を「解放すること」＞＞OCBO60nHTb》ce6fiは、次のことを意味している。

すなわち、自己の存在の諸条件yc∬oBnfl　cBoero　6blTneを　　それら（諸条

件）から〈すべての他在が消失する＞qTo6bm3　HHx　ucueno　6cfiκoe　uHo6bzMue

ように　　〈更新すること〉・6H・eumbを、意味している。しかしながら、

全ての「他なるもの」の「消失」＞＞Hcqe3HoBeHHe＞＞Bcero＜＜HHoro＞〉は、闇雲の否

定の道程においてもHa　nyTz　ocAefi皿eHHoro　oTpHllaHvafl、跡形のない廃絶の道
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程においてもHa叩H　6ecc丑e餌oro　yH四To＞KeH朋、達成されない
　　　　　　ユめ
He丑ocT㎜Mo。解放ocBo60）KIIeHzeは、次のようにのみ理解されるMblc皿Mo。

すなわち、他在は〈他在のように受け取られ＞nρueua7emc£．Kaκ、．UHtt）vtoe、そ

れから、〈我がものとされ〉γcθoμ66ε〃拠、そして、最後には、〈虚偽（仮想）

の〉他在として暴露されるKaK　、UHUHoe　MHO6blTxe　paso6πagaem（rfl、というよ

うにしてのみ理解される。理性は客体の非理性的な仮象に勝利（を克服）す

る。Pa3yM　no6ex〈IlaeT　Hepa3yMHyKo　BH刀eaMocT506seKTfi．

【客体（他在）の主体との媒介された一体性

onocpe団cTBoBaHHoe　eAHHcTBo　o6sema（HHo6HTHH）ccy6seKToM】

　かくして、主体は、他在を、否認（拒否）する（退ける）ことOlpeKaTLCH

oTも、強制することHacmoBaTBもなく、「受け入れる」＞＞pnHeM皿eT
　　　　　　ほ
（llPHHHMaeT）＞〉。主体は他在を、主体がそれを「発見」）＞HaxoaZTb＞＞し、あるい

は「受け取る」》llOJIY・laTbところの同じ外観（アスペクト）BII」1において、把

捉6paTbするが、しかし、それ（他在）を把捉するのは、それ（他在）を自

己自身に「対置するため」＞＞qTo6bmpoTHBocTaBHTB＞＞であり、そうして、「それ

（他在）を自己との媒介された一体性へと齎す」＞＞CBeCTH・ero・K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
ofiocpencTBoBaHHo）、fy　enHHcTBy　c　cBo60正o＞〉ためである。かく　して、「魂」

》nyma＞＞は、自己の「身体」＞＞Te皿o＞＞、「外的諸事物」＞＞BHel・IHvae．BelqH＞＞、自己固

有の無意識的な「諸々の愛着（意欲、渇望）」cBoH　co6cTBeHHble・6ecco3HaTemsHsle

・BfleqeHI（51）〉、「他の人びとの存在」＞＞6LITHe　Apyrmx　llroAeti＞〉、「経済（家政）」

＞＞xo3崩cTBo＞〉、等々を受け入れる。魂は、これら全てを、（上昇Bocxo）iC［［eHKe

のさまざまな諸段階で、「順番に」〉＞fiO　ouepenH＞＞）制限（限定）する何らか

の疎遠なものHeqTo　uy）KnoeorpaHHqliBalomeeとして、「限界（運命）」

　　　　　　　ロエ
＞＞npeAell＞＞として、自己に対立ce6e　HpoTHBonocTBIIflTsさせ、そして、こうし

た限界（運命）との、克服のための闘争に入るB　60ps6y　paAH　HpeoAo／leHlifi

　　　l8）
BcyTnaTbo

【主体による対象的内容の理念化：主体の「契機」としての内容
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va丑eann3HpoBaHHe　npenMeTHoro　coほep｝KaHHfl　Hepe3　cy6玉eKT：co｝Kep？KaHMe　B

KageCBe《MOMeHTa＞＞】

　主体は客体が自己の領域の中に入ることを甘受する。主体は自己を〈あた

かも〉受動的状態に置く＜かの如く〉して、自己を制限orpaHHqZTSし、限

定onpeneilHTちすることを〈許容＞no360nflmbし、影響（感化）に堪える

Bo311eticTBHe　TepnHTb。かくすることで、主体は自己の中に客体の内容

coAep）KaHHe　06beKTaを導き入れ、それを作動Bpa6aTblBaT6せしめ、それを自

　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

己の中に吸収B6HpaTbし、それを同化YcBaHBaTbする。主体は、主体に与え

られた対象（物体）体的な内容naHHoe．eMy．npeAMeTHoe．conep）KaHHeを、自己

の「理念的な本性の」柔軟かつ強力な言語rM6KHti　”　MOryqHVa　A3bIK　CBOeti

・HAeaJlbHoti　npHpoAbl＞＞へと翻訳HepeBoAHTbする（転化させる）。主体はその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
対象的な内容を「理念化」＞＞HAeaJIH3MPOBaTb＞〉する。すなわち、その内容の特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ異な（自存する）現実（実在）性caMo6blTHyio　peansHocTbを否認（否定）o［lpzuaTs

　ゆ
する。その力と豊9en　Momb　H　60raTcTBoとをより高い段階で保持coxpaHHTbす

　　　ムノ
るために。こうしたことのおかげで、主体はその内容を意のままにOBJIaneBaTB

　　　　　　　ガ
し（に習熟し）、その内容をして、「契機」としてB　KaqecTBe＜＜MoMeHTa＞＞、自

　　　　　　　　　　　　　　おハ己に従属せしめるce6e　n叩qH朋Tb。

【客体を〈道具〉として占有、所有、消費する主体：精神の生活活動に貫か

れる客体：〈我〉と〈汝〉としての主体と客体

06beKT　KaK　HHcTpyMeHT　3aBAaneBalo田日亘，　06丑anaH）田H亘，　noTpe6HK）田H口

cy6ちeKT：　06seKT，　npoHHKaK）IIIWicA；Kn3HL頁D丑yxa：　cy6seKT　va　o6beKT　KaK

＜＜fl》H《TH＞〉】

　こうした客体の受容（感受）fiPZfiTvae　06seKTaと自己の中への客体の導入

BBeneHHeに、対象（物体）の中への主体の創造的浸透TBopqecKoe

npoHHKHoBeHHe　cy6玉eTaは合致cooTBeTcTBoBaTbしている。精神は、「身体」、

「外的諸事物」、「経済（家政）」、等々の内容によってのみ、豊饒化060ramaTS

されるのではない。それ自身、現実にcaM　peaJlbHO、それらに向かって（取
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り掛かり）06pa田aTbc牙HHM、それらの現存cyulecTBoBaHzeeを変容
　　　　　　　　　　ガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　おハ
npeo6pa30BaTbさせる。主体は〈客体自身〉を占有cαTtzltu　06beκmoM　3aB∬aneBaTs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨゆ
し、客体を自己の所有物co6cTBeHHocTbとし、客体を消費noTpe6nzTsする。

主体は客体を力つくに征服OCHflHBaTbし、客体を自己へと飼い馴らしce6e

　　　ヨロ
lloKopfiTL、そして、客体をして、〈自己の〉影響に堪えるceoe　Bllz」IHvae　TePneTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨカことを、〈自己の〉支配を負うことceoro　B∬acTb・HecTHを、強いる3acTaBjl」ITb。

それだけでなくMano　Toro、精神nyxは、客体を自己の「言いなりになる適

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨヨラ
用される武器」》no貝aT皿Boe　HpHcnoco6∬eHHoe　opy耶e＞＞へと、自己の「道

　　　　　　　　　り
具」〉＞HHcTpyMeHT》へと、変えるnpeBpa田aTb。精神がこうしたことを達成Toro

AO6HBaTbCflするのは、客体が精神のために「完全に通行（貫通）可能で」

　　　　　　　　　　ヨう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あラ
》BnonHHe．”poxoAHMblM＞＞、「流動的な」〉＞TeKyqHM＞＞ものとなるためであり、客

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
体が精神の自由な飛翔に対して抵抗を示さないHe．oKa3blBaTb　coilpoTliB皿eHH51

ero　cBo60AHoMy　llone　ryためである。すなわち、客体が、精神の生（生活活

　　　　　　　　　　　おラ
動）によって、貫かれるためである。結局のところ、精神は、客体を、自己

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨのの「誠実な表現」〉＞BepHoe　Bblpa）KeHlie＞〉へと、自己の「直接性」へと、変え

び

る。その時、客体は克服されたものとして現れ、そして主体は、次のよう

に述べる確固たる根拠no∬Hoe　ocHoBaHHeを受け取る。「汝Tblは我fiであり、

我は汝である」と。あるいは「汝と我は同一のものOAHO　M．TO）Keである」

と。客体は正体が明かされるoKa3blBaTbcfl　pa306fiaqeHHblMが、主体は「他在」

から自由cBo60AHblM　oT＜＜zHo6slTzfl＞〉である。しかしながら、まさにこの自由

のおかげで、主体は、新たに客体を他在へと「解放」＞＞onyCTHTb＞〉する、そし

て、客体に自己の「外的な」現存を先導させるnpenacaBHTb　eMy　BecTz　cBoe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むハ
＜＜BHelllee＞＞cynlecTBoBaHHe、そうした可能性を、有することになる。もはや、

「他在」は精神を脅かすものではないHe　CTa皿HO呼y。すくなくともno

KpatiHeti　Mepe、精神が克服no60poTbした他在の多様性pa3HoBH」IHocTbにおい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
て。精神は明らかに「外的な」影響の危険に対して「鍛えられたもの」

＞＞3aKaJleHHblM＞＞npoT胚B　ofiacHocTva＜＜BHelllHero）＞Bo3AeticTB”flとなっている。精
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神は自己を対象（物体）の主人rocnonMHOMとして感じて、自己をそれ（対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ象）との「冷静な」関係〉＞6e3pa3皿四Hoe＞＞oTHomeHHeの中に置いている。精

神は、もはや、それ（対象、物体）に釘づけにされ（隷属化され）てもfiPMKt）eflneH

　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るの

KHeMy、それに占有されても3a朋THM、それに関心を向けても3azHTepeccoBaH

HMいない。というのは、対象（物体）はその従順な状態noKopHoe　cocTo姐He

へと変化npeBpaTzTbcHしたからである。客体は主体を制限orpaH四HBaTbして
　　　　　るの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るむ

もいないし、それを限定onpeAenflTbしてもいない。主体は、もはや、受動
　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らゆ

的ではないし、依存性3aBvacvaMOCTbを知ることもない。精神は、他在の形式

q｝opM　MHo6blTMflに留まりながらocTaBaflcb、自己の自由を保持co611K）AaTbし、

自己の内的な法則を遵守cBoeMy　BHyTpeHHeMy　3aKoHy　clleAoBaTbしている。精

神は、客体において自己に避遁HaH磁し、自己において客体を定立（set－

zen）nom）KHTbした。精神は、自己が他在で被われた状態0611eqeHHocTbを保

持coxpaHZTbしうるが、しかしまた、他在によって征服された、存在の非合

理的な諸根拠から、離脱oT　no6e）icneHHblx　HM，　vappauMoHaJlbHblx　KopHePt　6blTvafl

　　　　　　　らり
OTOPBaTbCfiしうる。というのは、精神は、それらの上に自己の力CHJIYを確立

　　　　お
yBepnHTbし、それらから解放ocBo60nKTbされたからである。

【精神と他在との同一性～実体的原理（本質）と一致する偶有性（現象）

To》KecTBo瓜yxa　H　HHo6blTHH～＜＜aKnH団eH口H∬＞〉（cYIIIHocT5），　cornacoBaHHa別c

cy6CTaHUHanbHHM　HaqanOM（HBneHHeM）】

　かくして、精神の自由は、次の点に存する。すなわち、精神は客体との関

　　　　　　　　　　　　さヨハ
係において自己に〈実体〉の意味及び力を付与ce6e　3HaqeHHe　M　cva”y

cycmaHnyuu　fipHAaTbする、という点に。精神は、他在との「同一性」

　　　　　　　　　　エラ
＞＞TO）KlleCTBO＞＞に入ったが、しかし、この同一性を、実体的な原理と調和

（一致）した　自　己の「偶有性」cBolo＜＜aKU”AeUvalo＞＞，　comacoBaHHylo　c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うめcy6cTaHqHallbHblM　HaqalloMに変えたllpeBpaTMTb。主体は本質存在cymHocTbと

なったが、しかし、客体は、この本質存在の適切な現象aAeKBaTHblM・HBIIeHlleM

　　　　　　　　　　め
3Toti　cYlllHocTbとなった。精神の自由は、次の点において表現Bblpa＞KaTLされ
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る。すなわち、精神は、他在の諸制限から離れずにHe　BLIxo皿H3　npe丑enoB

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らわ
HHo6blTMfi、それらから逸れつづけているnpe6blBaTb　B・oTBIIeqezH＞＞oT　Hero、

すなわち、外的な活動を必要としないでHeHry）anaAcb　Bo　BHelllHept
　　　　　　　　おハ

AefiTe∬bHocTz、自己の〈内的な〉生（生活活動）を創出cBoK）BHyTpeHHIomKH3Hb

　　　　　　ヨの

TBopHTbし、そして、自立してcaMocToTivlbHo自己自身の法則を遵守する

cBoeMy　co6cTBeHHoMy　3aKoHy　cllenoBaTs、そういう可能性Bo3Mo）KHocTbを有し

　　　　く

ている、という点において。

【精神の自己への自由な反省的帰還：内的他在（感覚、情動、激情）との精

神の闘争＝内的自己解放の過程＝内容の受容と内容への浸透＝内容の変容

＝ 内容の自己発現（自己限定、自己所有）～精神の自己同一性＝自己の

〈意味〉（「概念」）の現存化による「即且つ対自存在」（絶対的自己限定・完

全な自己認識）の希求

cBo60以Ha皿　peΦneKcHH　Ayxa　Ha　ce6H：　60pH6a　八yxa　c　BHyTpeHHblM

HHo6b［TvaeM　　（olllyllleHHe，　HYBcTBo，　aΦΦeKT，　cTpacTb）　　～　　HpHHHHe

co｝KepAeHHA，　npoHHKHoBeHHe　B　co；KepほeHHe＝npeo6pa3aBaHHe　co）KepAeHHfl

＝　caMoo6Hapy》KeHHe　（caMoonpene∬eHne，　caMoo6naAaHHe）　co；KepAeHHH　～

To》KecTBo　c　caMHM　co60H）＝6b1Tb　y　ce6fi（fio　ce6e）H即1fl　ce6H（a6coAH）Toe

caMoonpeAe訓eHHe，　coBepmeHHoe　caMoco3HaHHe）　9epe3　0cy皿ecTB”eHne

caM・Ha3HageHUA（《n・Hf・THf・＞〉）】

　　こうした解放状態cocTo朋He　ocBo60｝額eHHocTBは、もちろん、次のことに

導かれる。すなわち、主体は、もはや客体にではなく、〈自己自身〉に向け

　　　　　　　　　　　　　　　の
られる、ということに。あたかも、主体は、他在への遠征nOXOAa　B　MHO6blTHe

　　　　　　　　の

から帰還し、その後、勝利者no6enHTellsとして凱旋するかのように。しか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラ

しながら、こうした自己への自由な反省的復帰pe（il∬eKCHfiにおいて、精神

は、今度は新たに、自己固有の諸限界npenellblにおいて、一定の受動性

naccHBHocTb、直接性（無媒介性）HenocpeAcTBeHHocTb、そして、被制限性

orpaHHqeHHocTbを、すなわち、一定の「他在」〉＞HHo6blTHe＞〉を、開示oTKpblBaTb
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する。自己自身において、全てが自己に「属fiPHHanllM）KMTbして」いる、全

てが自己に服しているfioKopHo、全てが自己と同一To）KIIecTBeHHoである、全

てが自己の標識3HaKである、というわけではない、すなわち、自己限定

（自己規定）caMoonpe丑e皿eHHeはいまだ「絶対的」ではなく、精神自身は完全

には自由ではない、ということが明らかになる。かくして、〈内的な〉自己

解放6HympeH　ooe　caMocBo60＞WaeHHeの、〈内的他在＞BHyXpeHHoe　HHo6blTHeと

の一受動的な感覚flaCCMBHoe　OIIIYIIIeHHe、感覚的な愛着（憧憬、渇望）

qyBcTBeHHoe．B／leqeHHe、興奮（錯乱状態）aΦΦeKT、激情c叩acTbとの一闘争

60pb6aの過程が始まる。主体は、全ての直接性（無媒介性）HenocpeAcTBeHHocTs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
〔という身に着けている衣〕を「剥ぎ取りCHslTb」、いまここに臨在vaMeTbCH

している内容conep＞KaHneのそれぞれに対する支配力BllaCTbを獲得

　　　　　　　　　　　　　　らめ
nPm6peCTHしなければならない。この支配力は、以前と同じく、二重化

ynBoxTLされた過程によって獲得されるnpHo6peTaTbcfl。一面では、所与の内

容を自己の中に受容（知覚、感受）することfiPHslTHeによって（を媒介し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽり
て）、そして、その内容を認識（自覚）co3HaHvaeすることによって。他面で

は、その内容に中に創造的に浸透することTBopqecKoe　npoHHKHoBeHHeによっ

て、そして、それ（内容）を変容（形態変化）させることnpeo6pa30BaHzeに

　　　　の
よって。こうした二重の「自己成就」ABotiHoe＜＜B＞KZBaHze＞＞の帰結として、

「内容の存在」において自己顕在化（自己発現）した内容COAep｝KaHHe，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おエ06HapymnB田eecfi　B＜＜ero　6biTva”＞＞は、〈その主体の〉内容となる。その内容は

主体の真正の所有物fioAllMHHoe．AocTofiHHeへと変容npeBpalUaTbcfiする。精神

は、内容に重圧をかけていた（を苦しめていた）「疎遠なもの」や「外的な

もの」といった外見BHIIHMocTb・qy）Knoro＞＞H＜＜BHelHHero＞＞を引き剥がし、そ

の内容を〈内的な〉諸限定の系列PIA　8HYMpeHHux　onpenelleHmiの中へと導き

入れる。こうしたことは、次のことを意味する。すなわち、精神は内容を自

己の中へ、そして、自己を内容の中に根づかせる（定着させる）BHe丑p肌b、

ということを、あるいは、同じことであるが、精神は自己の内へと退きBHyTPb
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ce6s　yxonHTb、自己自身を　　自己の中へ根づかせるcaM　ce6fi　B　ce6fl　BHnpflTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
（sich　er－innern，想起（内化）する）、ということを。この運動において、精

神は、漸次、自己を占領（支配）OBIIaAeBaTbし、〈自己所有〉を達成する

　　　　　　　　　　　アゆ
caMoo6nanaHHfi　AocTHraTb。精神は自己に対して支配力BnacTsを獲得
　　　　　　アリ
npeo6peTaTbし、そして〈自己自身との同一性＞mo［｝rceαmso　c　ccvutau　co60κoの

　　　　　　　　　　アカ
中に踏み入るBcTYnaTb。自己の意味（目的）Ha3HaqeHHeを、あるいは、ヘー

ゲルが、通常、表現しているように、自己の「概念」＞＞nO朋THe）〉を、現存化

（実現）ocYIIIecTBIIflTbして、精神は、自己の達成を支配することB皿anblKoti

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
cBoero　nocToflHMA　6blTbを、「自己において（即自的）」かつ「自己に対して

　　　　　アめ
（対自的）」に在ること〉＞y　ce6fi＞＞H＜＜Allfi　ce6fl＞＞6bITsを、希求cTpeM”Tbcflする。

「自己において（即自的に）存在すること」は「自由である（に存在する）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アうラ
こと」を意味している＞＞BbiTb　y　ce6fi　3HaqHT　6biTs　cBo60AHHM＞＞。そして、「精

神の本質存在」〉＞cymHocTb　Ayxa＞〉は、すなわち、「自己において（即自的に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アロ
存在しようとする、という点に存する」。このことが意味しているのは、主

体は「もっぱら自己と、そして自己の」限定onpeneueHHeと、係らなければ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ならないAO”）KeH．ne”o　c＿MMeTb、ということである。精神に相応しいのは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アむ
絶対的な自己限定a6collK）THoe　caMoonpeneleHHeであり、そして完全な自己認

　　　　　　　　　　　　　　　　アの
識　coBep皿eHHoe　caMoco3HaHzeである、ということである。これはまた、「自

己において（即自的に）」かつ「自己に対して（対自的に）」ある、というこ

とを、あるいは、同じことであるが、「自己自身に関係する理念性である」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　
＞＞6slTb　HAeallbHocTsK），　oTHocflmelocfi　K　caMpti　ce6e＞＞、ということである。

【精神による内容の領有と支配＝他在と精神との間の差異の除去：思惟する

主体の理性的な客体の中への浸透：思弁的思惟活動＝理性的認識：理性の

外の自由の不可能性

npHcBoeH日e　H　B日aneHHe　co圧ep》KeHHH　qepe3　nyx：　cHHHHe　pa3nHTHH　Me）KUy

HHo6blTHeM　HμySy：npoHHKHoBeHHe　MblcJlfllllero　cy6ちeKTa　B　pa3yMHblti

o6seKT：　　c皿eKy∬別THBHoe　　MbllllneHHe＝pa3yMHoe　　皿03HaHHe：　　cBo60Aa
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HeBo3Mo2KHa　BHe　pa3yMa】

　こうしたことが達成AOCTH田HYTbされるとき、精神は自由である。したがっ

て、自由は次のことを前提としている。すなわち、主体が自己の内容を「う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
まく処理し（遣りこなし）cnpaBHTbcfi」、「領有」＞＞npHcBoeHHe＞＞と「支配（制

御）」＞＞BJIaAeHHe＞＞をとことん遣り遂げ（最後まで現存化し）no　KOHna
　　　　　　おふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おラ

ocYIIIecTBHTb、他在の暴露pa306∬aqeHHe　HHo6blT朋を済ませ、他在を研究し尽

　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ

くしnpopa60TaTs、他在と自己（精神）との間の「差異」＞＞pa311K・IHe＞〉を取り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がハ
除き（剥ぎ取り）c朋Tb、「他在」を自己の標識と再現（形象、反映）3HaK　H

　　　　　　　カ
oTo6pa）KeHHeへ変えてllpeBpaTMTbいた、ということを。そのとき、精神は、

自己に由来し〈ない〉ものBce，　qTo　MAeT　Hem　oT　Hero全てを根絶llcKopeHHTb

　おラ
して、他在とのあらゆる「関係」＞＞OTHomeH胚e＞＞から、そして、あらゆる被限

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をゆ
定（制限）態orpaHHqeHHocTbから、自己を解放ocBo60mnaTbする。精神は、

それに従って、主体が客体と〈対立nρOMueOCMOUMbする〉か、あるいは客

体からの〈離反omeveyeHue＞（の度外視、抽象）でありつづける、そういう

知識の間違った（あやふやな）前提HeBepHYIo．npe」lnocbMKY　3HaHIIslを「取り

　　　　　　　　　り
除く（剥ぎ取る）」。現実にpeaJlbHO、思惟する「主体」が理性（合理）的な

客体の中に浸透することilpoHMKHoBeHMe．MblcJI51111ero＜＜cy6beKTa＞＞B　pa3yMHblti

＜＜06seKT＞〉が、そして、その逆のことが、実現（現存化）するocYIIIecTBIIfiTb、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のということによって、精神は、そうした前提を論駁する。勿論、こうした浸

透は、思弁的な思惟活動cneKcYJIslTzBHoe．MbllllleHHeにおいてのみ、あるいは

「理性（合理）的な認識」〉＞pa3yMHoe　Ho3HaHHeおいてのみ、可能である。そ

れゆえに、〈自由は理性の外では不可能である＞no3TOMy　CBO60ba　Heeoeev　oomeHO

6｝｛ePα3yMαo

【理性的思惟活動を通じての主体と客体の同一性（避遁・融合）：同一性と差

異性の同一性＝〈主体〉＝〈実体（理性・精神・思惟）〉＝＜自由（自己認

識）

To｝KecTBo（cxo；KleHHe，　cpameHHe）cy6bema　H　o6seKTa　gepe3　MH皿neHHe：
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To；KecTBo　To）KecTBa　H　pa3皿四Hfl　＝（c少nteKm＝ey6cmaH　quA（pa3yM－nyx－Mbl㎝）

＝
ce・6・Da（caM・H・3HaHHe）】

　「主体」と「客体」の同一性To）KIIecTBo《cy6seKTa＞＞H＜＜06beKTa）〉は、すなわ

ち、〔それらの〕偉大なる遜遁（合致）cxo）K」leHHeと融合cpameHHeは、理性

的な思惟活動においてのみ、実現されるocYIIIecTBJIslTbcl。理性pa3yMが自由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハ
であるのは、理性は〈全て（万物）＞6ceを「自己」固有の様態変化（変態、

バリエーション）＞＞cBoe＞＞co6cTBeHHoe　BMAoH3MeHHeとして認識no3HaTLするか

らである。理性が自由であるのは、理性は「自己を、他のものにおいて、自

己自身として」知り（理解し）、3HaTbかつ観照（直観）co3ep朋Tbするから

　　がラ
である。理性は差異性pa311Hgzeにおいても、自己同一性ToUmecTBo　cco60ro

を保持coxpa朋Tbし、そして此の自己同一性において、理性の無限性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ
6ecKoHeqHocTbと永遠性BeuHocTsを保持する。主体が自己の本質（理性）

cYIIIHocTb（pa3yM）として認識Ho3HaTbするのとまさに同じものを、主体は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むぴ
客体の本質として承認（認定）yTBep＞KAaTbする。主体がどこに浸透npoHzKHyTs

したとしても、主体は、いたるところで、次のことを確信y6e）KAaTbCfiして

いる。すなわち、客体は、その中に主体自身が在りつづけている

npe6blBaTb、精神と理性のその体系の、構成要因gneH　Toti　cHcTeMbl　nyxa　H

　　　　　　　　　　　　　　の
pa3yMaである、ということを。主体は、いたるところで、自己と一体化

　　　　　　　　　　　　ぴ（融合）c　co60ro　c∬HBaTbCflし、そのことに主体の自由が存する。精神は対象

npeAMeTを認識3HaTbしながら、そのこと自身によって、〈自己〉を〈対象〉

においてcθ6“ηρeδ¶∫αηe認識する。客体を意識することco3HaBaTb　06seKT

は、精神にとっては、自己を意識することを意味3HaqHTbする。このこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
に、自己自身との精神の和解（宥和）nPllMMpeH”eと自由とが存する。主体

が対象において探り当てHCKaTb、発見Haxonmbしているのは、自己に他な
　　ユゆ
らない。というのは、思惟MblCllbの全ての内容は、思惟自身であるからであ
リカ

る。思惟活動Mbllll”eHvaeにおいて、客体は完全に主体として生ずる（創出さ

　　　　　　リヨハ
れる）co3naTbcH。そして、それゆえに、思惟活動は自由の原理Haqano　cBo60Abi
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なのである。対象の認識no3HaHHe　npeAMeTaは、すでにして、他在との遭遇

BcTpeq　c　HHo6blTeMではなく、真実の自己認識caMoflo3HaHHe　HcTHHblである。

人間がこのことを理解（究明）nOCTHrHyrbしたならば、かれは「自由な精

　　　　　　　　　　　　ゆ
神」〉＞CBO60nHbiti　nyx＞＞である。そのとき、人間は主体と客体の同一性につい

　　　　　りお
て知り3HaTb、そして、「自発的に活動する思惟の生粋のエレメント」〉＞qZCTblli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　く
311eMeHT．caMoneflTe皿bHoro・MblM」eHplsl》に在り続けているnpe6biBaTLのである。

こうしたことを通じてのみ、「完全な自由」＞＞nOllHafl　CBO60na＞）は実現される

　　　　　　　　　　　　ロの
ocyneCTBJIflTbClことになる。

【精神の〈自由〉＝絶対的自己限定の自己認識：主体と客体の理性的同一性を

認識する精神：人々の生活活動において活動現実性を獲得する〈理念〉と

して現象する自由な精神

ceo60ba　　Ayxa　　＝　　caMono3HaHHe　　a6conK）THoro　　c（uvtonpebexeHua：　　Ayx，

3HaK）mHH　pa3yMHee　To；KecTBo　cy6seKToM　H　o6beKToM：　cBo60nHblti　nyx，

HB∬nK）IIIHHcfl　u∂eero，　npHHHB皿ero　Ae亘cTBHTe』bHOcTb　B》KH3HH　nH）川e亘】

　かくして、精神が自由であるのは、〈精神が、精神は絶対的な自己限定で

ある、ということを知っている〉ときKorna．OH　3Hαem，　umo　OH　ecnlb

a6conro〃IHoe　cαm・foonpeδeveHueである。そのとき、精神は〈神聖＞c6flMであ

る。神聖なるものは、それ自身「理性的なものpa3yMHOであり、理性的なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ものについて知っているもの」であるからである。そのとき、精神は自己に

ついて全ての内容を認定no皿araTbしており、そして、それを自己の諸々の深

奥から自立的に展開することでpa3BHBafl　ero　caMocTofiTellbHo　M3　cBoHx　HeAp、

　　　　　　　　ラ
自己を創出する。精神は、〈その周りには何もない＞Kpo．Vte．Heeo　Huueeo　Hem

ということを知っているし、自由は精神に固有な本質ero　co6cTBeHHaH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
CYIIIHOCTbである、ということを知っている。そのとき、精神は、神的な自

　　　　　　　　　　　　　　　　リラ
己目的として60＞icecTBeHHoti　caMoue∬bio、人びとの生（生活活動）において

活動現実性を獲得した〈理念〉としてuOeeκo，　HpliH51BIIIe｝o　JleticTBMTenbHocTb　B

　　　　　　　　　　　　　ロヱリ
XM3HH　llrOAeti、現れるflBJIflTbCfl。というのは、理念Znefiは、人びとが自由
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を、自己の本質として、自己の目的ue皿bかつ自己の対象npeMeTとして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
知っている、という点に存するからである。

【神的自由・哲学的思惟活動の二系列一一①感覚的なエレメント（非理性的

なもの）からの絶対的解放、②〈活動現実的世界〉における〈非理性的な

もの〉の抵抗の「概念」（哲学的思惟活動）による克服

nBoe　P只nbl　I30フKe厳　cBo60団bi（ΦHnocoΦcKoro　Mbllll”eHHfl）－1．　a6conroTHoe

ocBo60mMeHHe　oT　qyBcTBeHHo酋cTHxHH（HpPa口HoHaJlbHoM），2．　npeo八〇∬eHue

TaKo亘　conpoTHBneHHH　uppaquoHtmbHoeo　e　∂eticmeumenbHoM　Mupe　qepe3

｛｛n・Hf・mUe）｝（ΦHn・C・ΦCK・e・Mb・mneHHe）】

　こうしたことは、〈活動現実的な世界〉において「概念」によって完遂さ

れつつある自己解放の道程IlycTb　caMoocBo60UmeHza，　coBepmaeMblti　IloHslTHeM

B∂edicmBumenbHorw　Mupeである。しかしながら、勿論、「本質存在」と「実

存（現存態）」とが混成されたこうした世界と並んでHapfl」IY．c．3THM．MHpoM，

cMelllaHHblM・z3＜＜cYIIIHocTH＞＞H＜＜cylnecTBoBaHHzfi＞＞、神的な生（生活活動））KH3Hb

Bo＞㎜は、途切れることなくHenpepblBHo〈哲学的な思惟活動〉の最高の

〈絶対的な水準〉に向けてM　Ha　caMoM　BblcoKoM，　a6conκomHo」vt　ypoeHe

（1）auoco（1）cκ020　MbtzuneHua、流れてゆくnpoTeKaTb。世界において最初の〈理

性的な認識＞pa3jvMHoe　no3HaHueが成立COCTOATLCIしたときから、〈絶対的な

自由＞a6conro〃IHas　c6060∂αは、「客観的な認識」のエレメント3皿eMeHT

＜＜06seKTHBHoro　co3HaHnz＞＞において復帰BoccTaHoBHTbcflしていた。そのときか

ら、思惟Mblcllbは、その純粋な意義HcqHHHoe　3HaqeHHeにおいて、いつも、

減少（低下）されないままにとどまっているHeyMaJleHHoro　ocTaTbcfi。それゆ

えに、神的な自由Bo）K”iO　CBO60nyを、〈一度に二つの系列において＞cpα3γ．e

∂砺μ∂αx観照（直観）co3epuaTbしなければならない。神的な自由は、哲学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
的な思惟活動においては〈絶対的〉であるが、そこでは、「概念」nOHflTHe

は、厭うべき伴侶からoT．onHo3Horo．cllyTHHKa　　〔すなわち〕感覚的エレ

メント〔自然力〕ilYBCTBeHHoti　crUXHMから　　まったく解放された
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OCBO60AimOCb。そして、同時に、神的な自由は、活動現実的な世界において

く制限o孕α朋棚〃乃されている〉。そこでは、「概念」は、非理性（合理）的

なものの抵抗conpoTBIIeHHeを克服npeonolleBaTbしなければならなくなり、

そして、せいぜいのところB．llyqmeM．CJIygae、その「概念」の限定された言

語で自己を表現ce6fi　Ha　ero　orpaHHgeHHoM　fi3blKe　Bblpa＞KaTbしなければならな

くなる。

【〈神〉・〈人間〉一〈自己意識〉＝〈自由な精神〉～絶対的自己限定

《60D＞一《qeJIOBeK＞＞－　CaMOeO3HaHUe＝　CeO60δHblti　AyX　－　a6COnrOTHOe

caM・・npeneneH・ie】

　主体的な意識（自覚）の思、弁的な〈吸収＞cneKymaTHBHoe．n・an・eqe〃ue

cy6seKTHBHoro　co3HaHHslだけが、客観（客体）的な思惟によって、「精神」

に、その絶対的な自由と無限性6ecKoHeqHocTbを、返還Bo3BpalllaTbする。し

かし、このことは、思弁的・哲学的な思惟活動cneKYJIslTvaBHo一ΦHmcoΦcKoe

Mb皿皿eHHeにおいてのみ可能である。「神は精神である」＞＞Bor　ecTs　Ayx＞＞とい

うことは、「神は、神が自己自身を知るかぎりでのみ、神である」＞＞Bor・eCTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユぽ
Bor　nH皿b　nocollbKy，　nocKonbKy　oH　caM　ce6fl　3HaeT＞＞ということを、意味してい

る。しかし、神によって実現（現存化）される、〈自己を知る＞3HaHlie・ce6A，

ocynecTBIIeHHoe　BoroM、ということは、「人間におけるかれ（神・入間）の

自己意識」＞＞ero　caMoco3HaHMe・B・ge”oBeKe＞＞であり、したがって、人間が〈神〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いラ
について知ること3HaHHe・qenoBeKa・o・50eeは、人間が〈神〉において自己を

知ること3HaHHe　qenoBeKoM　ce6fl　B　Eoeeに、そしてさらには、〈神が人間にお

いて自己を知ること＞3〃0％e五〇aM　Cε6“砲0θeκeに、帰着BocxonHTSする。

このことは、次のことを意味する。すなわち、神は、〈哲学的な自己認識〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
｛pttnocogbcκoe　c（vvtono3Haκueにおいてのみ「生粋の神」〉＞HcTHHHblM・Bor＞〉であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エの
り、ここでは、神はまさしくBolicTMHY「自由な精神」＞＞cBo60nHbiti　Ayx＞〉であ

る、ということを。他の諸段階においては、とりわけ、神がいまだ限定され

ない非媒介性（直接性）のエレメント311eMeHT　HeofipeAeユeHHoti
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HenocpeAcTBeHHocHに留まっているcoxpaHfiTb、自然np叩o丑aにおいては、神

　　　　　　　　　　　　　　けめは「生粋の神」ではないのである。神として名づけるべきものは、「生粋に

生粋なるもの（真実に真実なるもの）vaCTMHHO－MCTZHHoe、すなわち、「そこ

では自由な「概念」HOHfiTvaeがもはや自己の客体性においてB　CBoeva

o6seKTzBHocTH解決されていない対立性Hepa3pemeHHoK）npoTMBonoJlo）KHocTb

を有さないところ、すなわち、そこではそれ（その自由な「概念」）が如何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユねラなる形でも有限なものに関与（関係）させられないHep四acTHo　KoHeqHoMy」、

そして、この関与（関係）に制限されないHe　oFpaHHqeHo　3Toro　npMgacTHocTblo

ところ、こうしたところのものだけなのである。

【精神の自己解放＝主体と客体の内への精神の自己深化

CaMOOCBO60mneHHe　nyXa＝CaMOyrny6∬eHHe　AyXa　B　Cy6ちeKT　H　O6beKT】

　自己解放の過程全体Becb　Hpollecc　caMoocBo60mpeHMeは、精神の独自な

〈深化＞cBoeo6pa3Hoe　yrfiy6－eHMe　nyxaとして性格づけられうる。精神は、

「客体」の中へと、そして同時に、「自己」の中へと、自己深化ymy6朋Tb四

する。客体の中への精神の深化は、精神の生粋の〈自己深化〉が存立COCTOfiTbCff

しうるためには、不可避である。主体を客体の中に齋す各々の歩みは、精神

の自己解放という事態を漸進させるnonBMraTb。しかしながら、これらの二

つの運動nBM｝KeHHeは、区別pa3皿MqMTbも区分npa3ne皿HTbもされず、おのずか

ら一つの同じ運動を表示（呈示）しているnpe八CTaB朋Tb。勘所は次の点にあ

る。すなわち、客体における新たな征服3aBoeBaHzeの各々は、客体を完全に

絶滅するyH四TO）KaTbのではなく、「他在」や「客体性」の新たな〈より

洗練された〉姿（アスペクト）60nee　ymOHue’HHbiU　BHA＞＞HHO6blT朋＞＞H

＜＜06seKTHBHocTb＞＞を開被pacKpblBaTbし、その客体性の克服npeonolleHHeは、

〈より洗練された〉そして〈より深化された主体的な活動＞60．iee　yrnOHueHHodi

u　yeny6”eHHoij　cy6beianu6Hodi　besmeVbHoc｝nZtによってのみ〈達成される〉

∂oc〃ljynHO、という点にある。「情動（触発）」＞＞aΦΦeKT＞＞あるいは「表象（知

覚の再現）」〉＞HpeAcTaBHeHHe＞＞を支配oBnaneTbするために、主体は精神性
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AYxoBHocTbのより高次の段階へ上昇fioAHslTbcxしなければならない、あるい

は同じことだが、その上で、主体が、「外的な諸事物」＞＞BHelllHHe．Bellla＞＞に、

あるいは、固有の身体co6cTBeHHoe・Tello（例えば、歩行時におけるBo　BpeMfi

XOAb6bl）に、係るところのもの、これらより、より深い内的な創造性BHyTpeHoe

TBopueCTBOの段階へ下降しなければならない。こうしたことは、次のことを

意味する。すなわち、客体の中への主体の深化yray611eHne　cy6beKTa　B　06beKT

は、自己の中への主体の不断の平行した深化yr”y6neHHe　ero　B　ce6flを要求

Tpe60BaTbする、ということを。対象に対する新たな勝利no6ena　Han

ilpenMeToMの各々から、主体は、成熟化BblpacTHされ、深化yray6HT5された

ものとして、精神化onyxoTBopmbされ、解放ocBo60AzTbされたものとして、

帰還Bo3Bpa田aT6c牙する。主体は、対象の本質cylUHocTb．npeAMeTa（「客体（客

観）的」理性〉＞06seKTHBHbltZ＞＞pa3yM）へ接近npz6皿va3vaTbcflし、そして、この

接近nPH611H）KeHHeにおいて、独力で（対自的に）Allfi　ce6H、主体固有の本質

ero　co6cTBeHHaH　cy田HocTs（「主体的」理性＞＞cy6㊤eKTHBHblti　pa3YM＞＞）により近

い、生（生活活動）の新たな形式ΦOPMaを、研ぎ澄ましたBblToqHTb。そし

て、その時々に、主体は〈自己〉を征服された他在no6emneHHoe　HHo6biTHe

から〈切り離し＞omPbleambCfl．〈それ（他在）を放免し＞ero　Ha・BO皿K）

OTnyCKaTb、そして、新たな〈対象の内容〉ηpeδWMeMκOe　CO∂eρoncaHueと新た

な〈精神的存在の様式＞cηoco6碗oθ〃o∂066z〃2耽にとよって豊饒化060raTmb

されて、〈自己へと帰還する〉κ　ce6e　eo3epaeqaMb（］£。より洗練yTOHqHTbされ

た新たな対象の各々は、主体を新たな　　自己のものに（自己化）yCBOMTb

された客体に対する、そして、以前の、より媒介されていない（直接的

な）、自己の生の様式npe）KHblti，　60nee　HellocpeAcTBeHHblM　cnoco6　cBoeta　）KM3HH

対する　　〈二重の〉勝利reotiHafi　HO6eAaへと導くHPHBOAHTb。〈客体〉は

固有の〈非理性〉という捕らわれの身meH　co6cTBeHHoro　Hepa3jy7Afuflから解

放される（自己を解放する）が、〈主体〉」は固有の〈エレメント性と非媒介

性〉（直接性）gnaueHmapHocmb　u　Henocpe∂cmeeHHocmbという捕らわれの身か
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ら解放される（自己を解放する）。そして、主体が、自己を解放してから、

それ（主体、自己）によって自己のものにされた内容ycBoeHHoe　HM　conp＞KaHlie

を「放免」〉＞oTnlYcKaTb＞＞し、それ（その内容）に自己の旧い形式を保持coxpaHzTs

することを許す（委ねる）npeAOCTaB－ITbとき、こうした〈鷹揚（寛大）さ＞

tqebρocmbにおいて、主体は、〈生粋（本当）の自由〉を発揮ucmUHHyiO　ceo600y

IlpolBJIHTbする。精神は、自己の解放された客体Bo皿bHooTnymeHHblPt　06seKT

の側からの制限orpaH堀eHHeに屈服llo」VlaT5clしないだけでなく、精神は、

こうした自己の〈無制限性＞HeoepaHU”u）UOαMbあるいは〈無限性＞

6ecκoueUHocmbについて〈知っている＞3HaTb、すなわち、過ぎ去った苦難

と成立していた啓示との力czlla　MHHyBmero　cTpanaHzsl　H　cocTofiBmerocfi

OKPOBeHMfiを伴って、知っているのである。

【精神の生活活動＝必然と一致する自由の創造：謙譲を通じての解放

⊃KH3Hb　丑yXa　＝　CO3AaHHe　CBO60Abl，　COBfiOAarOlllHe　C　HeO6XO八UMOCTbrO：

・cBo6・）KneHlle　gepe3　cMHpeH”e】

　かくして、客体との闘争60Pb6a　c　06sewrOMは、精神には、その解放

OCBO60uaeHlieのために、不可欠であり、そして、このことの結果、他在を

伴う主体の全過程Becb　fipollecc　cy6seKTa　c　MHo6blTvaeMは、このことがフィヒ

テにおいてそうであったように、〈自由の実現の条件＞YenOe〃e　ocyufecmeneHztfi

c6・60∂blである。事柄のこのような状態（状況）fiono）KeHHe脚aに際して、

精神の生（生活活動）全体BCfi．）KH3Hb．」IYxaは、必然性（不可避性）と一致す

る自由の創iS’k　co3naHHe　cBo6011si，　coBnoAaromMe　c　Heo6xoAMMocTsroであること

が、あるいは自由に他ならない必然性Heo6xonHMocTs，　KoTopaH　ecTb　He　qTo

HHoe，　KaK　cBo60naであることが、判明oKa3blBaTbcfiする。〈他在との交際（関

係）＞06zqeHue　c　UHO6bimuauは〈必然性〉であり、この必然性を、理念晦e牙

は、〈自由に〉独力で（対自的に）AJIs　ge6H、離脱（剥落）OTfianeHHeにおい

て、創造co3AaTbしていた。同時に、これ（他在との交際）は、制限されて

いる精神の過程npollecc　orpaHvaqeHHoro　」lyxa、精神にとってはく内的に必然
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的な〉過程eHYMpeHHe　Heo6xoδuwrbni（nPOIIecc）であり、そして、それゆえ

に、精神の〈自己定立（立法）性＞cauo3aκoHHoctnbを、つまり、〈自由〉

を、現象（発揮）nPOflBJI51Tbさせる過程である。〈客体の克服と剥奪（解

除）＞npeo∂oneHue　u　CHflmue　06beκmaは、自己を解放している、そして、最

終的に、自己を解放した、精神ocBo60）WaaromHti　H，　HaKaHeH，　ocBo60AHBmWi

ce6fl　nyxにとっては、必然性（不可避性）Heo6xoAMMocTsである。同時に、

このことは、精神の自己限定caMoonpeAe∬eHHeの、すなわち、精神のもっと

も深い内的な必然性r”y60qatilllafi　BHyTpeHHafl　Heo6xomlMocTbの、勝利

Top）KeCTBOである。〈客体の欠如〉〃α仇ε耀06ちθκ〃laは、絶対的な自由の勝

利と絶対的な必然性の確立YTBep）KIIeHHeとを意味している03HaqaTb。精神の

生（生活活動）は、自由であればあるほど、それだけ精神の内的な本性

BHyTpeHHafi．npMpoAaにとって、より確実なものBepHeeとなり、その思弁的・

有機的な生粋（本物）の必然性（不可避性）において、より偉大なるものと

なる。〈非自由＞caMafl　Hec6060∂aそのものは、〈精神にとって、自由の実現

peaπb3auue　ceo60∂btのために〉不可欠であり、そして、低次の段階での精神

の課題は、自己の〈不可避的な被限定性と縮小されている自由＞Heo6xo∂砺γκ）

oepaHugeHHoemb　u　YJUcvieHH）？｝o　c6060byを受け入れるnPH朋Tb、という点にあ

る。というのは、このことを通じてのみ、精神は自己の〈必然的な無限性＞

Heo6xo∂HMczn　6ecκOHeyHoc〃Zbと縮小されていない〈絶対的な自由＞

HeYMaJleHHafi，　a6conromafl　c6060δaとへ上昇nonH51Tbcflしうるからである。解

放ocBo60aneHHeは、精神が卑小なるものMaJloeからはじめることを要求す

る。というのは、自由への道程は謙譲CMHpeHHeを通じてのみ導かれるから

である。自己にその謙譲を課すことで、主体は、次のような確固不動の確信

HenoKole6HMy｝o　yBepeHHocTsを、保持xpaHzTbしうるし、しなければならな

い。すなわち、その謙譲を期待しているのは、客体に対する征服no6eAaの

みならず、諸解放の中の最高のそれ、〈主体の被制限性の克服＞nρeo∂oneHue

cy6beκmu6Hoti・apaHUge〃HOCMUである、ということについての確信を。
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【現実性の批判基準かつ客観的価値の尺度基準としての自由

cBo60Aa　KaK　KpHTepH厳peaJlbHocTH　H　Mepmo　o6seKmBHoro　nocToHHcTBa】

　　自由についてのヘーゲルの教説は、このようなものである。この教説に従

えば、「自由」は〈現実性（実在性）の批判基準＞KρUMeputi　peαvrbHocmuで

あり、そして同時に、世界の全ての「現象」＞＞SB”eHHe＞＞と「形象」〉＞06pa3a＞＞に

とっての〈客観的（客体的）価値の尺度基準〉．uepzmo　06beκmue〃oeo

∂ocmouHcmeaである、ということを確証ycTaHoBzTbしうる、。世界の形象が自

由になればなるほど、その形象の地位は、精神的な生（生活活動）の上昇す

る系列においてB　BocxonfiUeM　pAny　AyxoBHoti＞mn3Hz、それだけより高くな

り、それは至高の水準の現実性（実在性）pea」sHocTb　BepxoBHoro　ypoBH”に、

それだけより近づく。

【最後まで対立関係に留まる非理性的エレメント（具体的・経験的なもの）

　と自由（「概念」）＝「概念」とその限界との闘争の形而上学的「事実」：自

己否定としての精神の生活活動：〈有限〉と〈無限〉、〈特殊〉と〈普遍〉、

〈外部〉と〈内部〉、〈感覚〉と〈超感覚〉、〈偶然〉と〈必然〉、〈現象〉と

〈本質〉、〈相対〉と〈絶対〉一〈前者〉の根拠としての〈後者〉一このこと

の自己発見＝自由の名における自己否定＝自己肯定

HpPall”oHan玉Hafl　cTHxHfl（KoHKpeTHoe－3MnHpHqecKoe）HcBo60na（noH只Tne），

KoTopHe　　ocTaloTcH　　双o　　KoHHa　　B　　oTHollleHHH　　皿poTHBono刀03KHocTH　　＝

MeTatPM3HqeCKHti《ΦaKT》60pbi6bi］［IOHflTHfl　C　erO　npeAen：｝KH3Hb　AyXa　KaK

CaMOOT皿”llaHlle：KOHegHOe　H　6eCKOHgHOe，　OCO60e　H　BCeO6mee，　BHemHee　H

BHyTpeHHee，　qyBcTBeHHoe　H　cBepxqyBcTBeHHoe，　cJlygatiHoe　H　Heo6xoAHMoe，

HBJIeHHe　H　cylllHocTb，　oTHocHTe皿bHoe　H　a6conKoTHoe　－　HocnenHoe　KaK

ocHoBaHHe　nepBoro　－　06Hapy》KeHHe　3Toro　＝　caMoomHuaHHe　Bo　HMHH

CBO60Abl】

　ところが、世界の形象06pa3　MMpaがより自由になればなるほど、〈その形

象が他在の形式に関与（関係）することは、それだけより少なくなる＞MeHee
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OH　npuyacme〃　qbOPAfe　UHO6bimZffi。自由は、なによりもまず、感覚的領域の征

服flpeoAo皿eHHe　qycTBeHHoti　cTHxMHの中に、〈具体的・経験的なもの〉に対す

る勝利no6ena　Han　KOHupemHbtrvi－g，wnupugecκu）uの中に、存する。このことは、

次のことを意味する。すなわち、「概念」rlOHSTMeは、さしあたりCHallaJlo、

〈具体的・経験的なもの〉の自存する律動caMo6blTHblti　pmM　KoHKpenlHOeO一

捌地ρ粥θα（020に打ち勝たねばならないAo∬）KHo　no60poTbが、しかし、その

後で、その関与を打消しnoracHTb　ero　yqacTHe、「活動現実性」の圏域から離

脱BbltiTM　H3　ctpepbl＜＜neticTBIiTellbHocTli＞〉しなければならない、ということを。

非理性（非合理）的なエレメントと自由zppallHoHaJlbHafi　cTMxHfl　H　cBo60」la

は、最後まで対立関係の中に留まるno　KoHlla．B　oTHollleHHH

fipoTvaBonono）KHocTH　ocTaTbcfl。そして、このことの中に、〈具体的・経験的

なもの〉に関するヘーゲルの最後の言葉nocllenHee　cAoBo　rere”flがある。世

界と魂とのもっとも深い本質caMaH　rlly60Kafi　cy田HocTb　MHpa　M　nyulHにおい

て、「概念」とその「限界」（＜＜Schranke＞〉）との闘争の形而上学的な「事実」

MeTaΦH3四ecK遊く＜ΦaKD＞60pb6bl　noHHTml　c　ero＜＜npenelloM＞〉が表示されている

yKa30BaTbcfi。この限界npe耳eーは、まさしく克服npeono－eHHeのために、「精

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ
神」によって創出されるco3naH　nyXOM。この制限は、精神の生（生活活動）

が〈自己否定＞caMoompunyaHueであるかぎりでのみ、「受け入れられる」

》llpvaeM∬eTbcfi＞＞。この自己否定の中に、精神の唯一の使命（目的）enHHcTBeHHoe

Ha3HaqeHHeが、すなわち、自己の独自な現存（生存）を撤廃cBoe　caMo6blTHoe

cyuecTBoBaHHe　yllpa3nHvaTbし、「概念」の法則に従う3aKoHy　HoHflTzfi

fiOAIIHHHTbCflという　　〈自由の名において自己を破棄する＞owweHumb　ce6fi

eo　ww£　cBo60∂blという一一使命（目的）がある。有限なものKOHeqHoeは、

自己において、「無限なもの」＞＞BecKoHeqHoe＞＞を自己の本質cYIUHocTbとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
発見06Hapy）KHTbし（探し出さ）なければならない。「唯一の（個別的な）も

の」＞＞OAHHHgHoe＞＞は、自己の使命（目的）を完遂することでHcnonHfifi　cBoe

H’a3HaqeHze、自己を拒否o［［pHHyTb　ce6flしなければならないし、自己の根拠
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ocHoBaを「普遍的なもの」＞＞Bceo6uee》の中に見出06pecTHされなければなら
　　　ふ

ない。「外的なもの」＞＞BHelllHee＞〉は自己の生粋な（真実の）本性nPHPOAaを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑラ「内的なもの」＞＞BHyTpeHHee＞＞の中に発見HatiTHしなければならない。「感覚的

なもの」＞＞qyBCTBeHHoe》は、自己の背後から現出する「超感覚的なもの」

BblcTYna“）IIIee・H3－3a　Hero＞＞cBepxqyBcTBeHHoe＞＞によって拒否6blTb　oTBeprHyToさ

　　　　　　　　　　おラ
れなければならない。「偶因的なもの」は、自己の「真実」に、絶対的な

「必然性（不可避性）」に、変わらなければならない〉＞CJIY・lavaHOM＞＞Harele＞KHT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りfiPeBPaTmbcfl　B　cBoK）＜＜ncTzHy＞〉一　B　a6co∬｝oTHy｝o＜＜Heo6xonllMocTb》。〈具体的・

経験的なもの〉の使命（召命）npH3BaHHe　KoHKpeTHoro－3MnHp四ecKoroは、次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
の点にある。すなわち、自己破滅の遭遇（避遁）へ自由の名において適進す

る（急ぐ）cne皿zTb　Ha　BcTpeqy　cBoeti　rH6ellM　Bo　”Mfl　cBo60Abl、という点に。

というのは、〈感覚的エレメントにおける否定的な過程は、神における肯定

的、創造的な過程である＞HeeamueHbldi　nρoqeCC　e　uy6cm6eHHodi　cmUXUU　ecmb

no3umu6Hbni，　meopuecκuij　nρoqeCC　e　Eoeeからである。世界における神の解放

ocBo60）KneHHe　60ra　B　Mvapeは、次の点に存する。すなわち、神は次第に

nocTeneHHo具体的な経験の鱗qelllsl　KoHKpeTHoti　3Mfilip”Mを投げ捨て

c6pacblBaTb、そして、最後には、それを全く「吸収」＞＞a6cop6rapoBaTb＞〉して、

世界から絶対的な自由へと復帰BO3BpalllaTLCfiする、という点に。経験的な

現存態（実存）は、その上に神的な理性が礫にされる十字架TOT　KpeCT，　Ha

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふム
KoTopoM　pacll51T　BoxecTBeHHblti　pa3ynであり、そして、この十字架KpecTから

は、復活の一筋の道程onzH　HyTb　BocKpeceHHflがあるにすぎない　　思弁的

な思惟cneKYJI51THBHaSI　MblC－bにおいて。

【物質→魂→精神：客体の脱物質化＝世界形象の解放過程

MaTepH別　→　Ayma　→　　Ayx：　AeMaTepH∬H3aBaHHe　o6seKTa　＝　npollecc

OCBO60aneHMfl　o6pa3a　MHpa】

　こうしたことに従えば、世界の形象06pa3　MHpaがくより自由であればあ

るだけ、その（世界の形象の）中には、「外的なもの」》eHetaHoe》は、それ
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だけ少なくなり、そして、それ（世界の形象）は、「純粋に内的な」》uuαmo

θ砂仰θ朋b晒aπ〈じ∫θ醐エレメントに、それだけより近づく〉。解放の過程

npollecc　ocBo60mneHuaにおいて、他在HHo6blTHeは、次第に、粗野で活気の

ない触知（感知）される物質の性格xapaKTep　rpy60ti，　MHepTHoVa，　ocH3aeMoti

MaTepHHを失いyTpaqHBaTb、そして、「感覚的〈感触〉」〉＞ilYBcTBeHHoe

oagyagenue＞＞、「感覚的〈情念〉」＞＞qyBcTBeHHy正o　cmpacmb＞＞、「感覚的〈形象〉」

OBcTBeHHblti　06pa3＞＞へと変化npeBpamaTbcfiする。客体は脱物質化

AeMaTepMaJIH30BaTbcAし、魂へと移動B　Jryllly　nepenBIII・aTbc”し、「魂的な本性」

》IIYIIIeBHY｝o（nPHpony）〉＞を、しかし、その後、「精神的な本性」＞＞」IYXOBHYIo

nPHpoay＞＞を、獲得する。客体は、なお感覚的な事物に留まってはいても

ocTaB頒cちe田e叩cTBeHHoK）BelUbK）、条件次第でKaK　6bl、自己の発祥地を変

えllepeMeHvaTb　cBolo　ponHHyうるし、「精神から生まれたもの」に〉＞po＞KIIeHH51M

H3耶xa＞＞なりうる。こうしたものは、〈芸術と宗教〉における事物的（物質

的、形而下的）な存在BelUecTBeHHoe　6blTHe　B　ucayccmee　u　pellueuuである。

そして、なにはともあれ、芸術と宗教の各々の形象は、それが、感覚的に内

的な存在を、あるいは、それだけに、むしろ、感覚的に外的な存在を、必要

と　してい　るB　qyBcTBeHHo－BHYTCpeHHeM　HIIM　TeM　60∬ee　qyBcTBeHHo－BHelllHeM

6blTMH　rrymaaTbcHかぎり、不完全HecoBep皿eHeHである。これは、何故にヘー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたまり
ゲルが、その空間的な凝固した塊を伴う建築aPXIITeKTypy　c　ee

npocTpaHcTHHblMz，3acTbIB皿zMva　MaccaMHを、芸術の中では〈最低のもの〉と

　　　　　　　　　　　　　　　　　テクスト見倣し、その想像された精神的な状態の織物を伴う詩作fiO33Hro・c・ee・TKaHHK｝

Boo6paxcaeMblx　nyxBHbIx　cocTofiHMtiを、〈最高の種類の〉美学的な創造性

3cTeT四ecKoe　TBopqecTBoと見なしているのか、その理由である。これは、何

故にヘーゲルが、その渇望と予感a汀KaHHe　Hpe胆yBcTBHeを伴い、その情緒

的な主観主義3MounoHallbHblti　cy6beKTMBH3Mを伴う、宗教的信（信仰）

　　　　　　　　　　　　　　とりこ
pe皿rHo3HyK）Bepyを、経験的な虜　（囚われの身）の変種pa3HoBzAHocTb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの3MfilipHcTHqecKoro．fi∬eHeHHslと見倣しているのか、その理由である。
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【「概念」の求心性と自己活動性の現存化：有機体の盲目的自己活動性～魂の

意識と自己意識～理性的な認識と思弁的な自己認識

ocy田cTB∬eHHe　lleHTpocTpeMHTenbHocTH　M　caMoぷefiTeJlbHocTH　I［oHfiTHfl：

cneHafi　caMoAeflTeJbHocTb　opraHH3Ma～co3HaHHe　H　caMoco3HaHHe乃yma～

pa3yMHOe　nO3HaHVae　H　CneKy”mTHBHoe　CaMOnO3HaHHe】

　　さらにいえば、世界の形象は〈より自由であればあるだけ、それだけより

十全に「概念」170朋〃2泌の求心性nyeHmρocmpe・LdumenbHocmbと自己活動性

caUOδefimenbHoembとを実現ocyUfecmevflmbする〉。自己への、そして自己へ

向かう、単純な志向性06palueHHOCTちでさえ、世界の全ての現象が近づきう

るわけではない。自然的な有機体ecTecTBeHH611i　opraHH3Mは、〈自己活動性〉

の、したがつて、自由の、最初の現象llePBoe．fiBlleHHeである。これより低次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　く
のものは全てBce，．YTO　HH）Ke　eroは、自由ではない。真実の（生粋の）「反省

（反照）」HCTHHHafl＞＞petPneKCHH＞＞に近づきうる（が可能である）のは、「自己

意識」と自己深化の端緒（起点）HallaJlo＜＜caMoco3HaHzsl＞＞H　caMoyr”y6”enzと

しての、人間のag　geHOBeqeCKaff　aymaだけである。真実（生粋）の〈自己活

動性＞HcTHHHafi．caMoneATe∬bHocTb（主体と客体の同一性To）anecTBo　cy6seKTa

H　06seKTa）は、思惟Mblcnbにおいてのみ実現（現存化）される

ocyllleCTBJIslTbCfl。このことを念頭に置いて、ヘーゲルは、感覚的な形式にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨリ
いて全ての内容conep＞KaHHeが開示pacKpblTbされうるわけではなく、真実の

「より深遠なる」自然＞＞60∬ee　r”y60Kafi＞＞npHpo丑a　HcTHH61は、〈思惟活動の自由

なエレメントc6060DHcm　cmttXUfl・、WbicneHUflにおいてのみ〉表現されうる、と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
主張Ha・ToM・HacTaHBaTbしている。かくのごとくして、精神の解放は成就さ

れるTaK　coBepmaeTcfl　ocBo60neHvae　nyxa。有機体の聾的な自己感覚と盲目的

な自己活動性とからoT　rllyxoro　caMoqyBcTBMfl　M　c皿enoti　caMoneHTellbHocTH

opraHH3Ma、魂の意識と自己意識へとK．co3HaHHIo　H　caMoco3HaHH｝o．nymli、理

性的な認識と思弁的な自己認識へとKpa3yMHoMy　no3HaHH冊H

cneKy」151TplBHoMY．caMofio3HaHm｝0。〈学問的な哲学は、最高の自由の実現であ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おト
る＞HのyUHafiφ況πocoφ砺ecmb　OCYUfeCM6neHue　6blcagefi　ceo60∂bl．。

【唯一の必然性における唯一の自由

eAUHCTBeHHaH・CBO60Aa・B・eA”HCTBeHHOti・HeO6XOA”MOCTb】

　　勿論、まさしく、哲学は、同時に、最高の〈有機的な必然性（不可避性）〉

の実現ocYIIIecTBIIeHHe．BLIc田eti（）ρ2αHuuecKodi　Heo6xo∂wvtocmuである。世界の

形象は、より自由であればあるほど、それだけより多く内的な有機的な必然

性（不可避性）に浸透fipoHHIcHyTbされている。偶然的なものc刀yqa加oe、強

いられているものHacH皿bcTBeHHoe、任意的なものnpoz3BonbHoeは全て、次の

ことについて証言（証明）CBIMeTellbCTBOBaTbしている。すなわち、真実の

（生粋の）自由は達成されないものに留まっていた、ということについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あく
ToM，　qTo　McTHHHaH　cBo60a　ocTa”acb　HeAocTHrHryToro。自己の生（生活活動）に

おいて恣意（専制、気まぐれ）npoH3Bollが創出（引き起こ）TBopHTbしてい

るものは全て、強制に委ねられるかHaCmmo　no期aTbC牙、あるいは、諸々の

偶然的な影響（作用）や声に対して応答（呼応）OT3blBaTbCHする。こうした

ことは全て、疎遠な原理に囚われていて、いまだ〈唯一の自由＞eδUHcm8e〃Hyoij

ceo60δbiを、〈唯一の必然性（不可避性）の中に＞6　eδUHcmeeHHoti　“eo6xoδWitocmu

見出HavaTtiしていなかった。

【生活活動の自由一内的な自己限定の有機的な必然性：主観的合同、偶然

的裁断、普遍性から椀ぎ離された単一性（個別性）の自存性の排除；普遍

的なもの、有機的融合、思弁的具体性の勝利

cBo60Aa　7KH3HH　－　　opraH朋ecKoe　Heo6xo胆MocTb　BHyTpeHHoro

caMoollpeneHHfl：　HcKnlogeHHe　cy6ちeKTHBHo口06ちel1HHeHHocTH，　cJly哩atiHoro

ycMoTpeHfl，　caMo6HTHocTH　eAHH－Horo　oTopBaBIHeroc只　oT　Bceo6皿HocTH；

ToP⊃KecTBo　　Bceo6［Uero，　　opraH日qecKoro　　cpa皿leHHfi，　　cneKy∬K）THBHo前

KOHKpeTHOCTH】

　生（生活活動）が自由であるのは、生（生活活動）がく有機的に神のエレ

メントと合流（一体化）した（XCH3Hb）opeaHuueCKU　cnZthaCb　c　60　lfcecmeeHHOiO
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cmuxueloときである。しかし、そのとき生（生活活動）が〈自由〉であるの

は、自己の恣意的な選択の自由によってcBo60Aofo　HpoM3BollbHoro　Bbl60paで

はなく、むしろ〈内的な自己限定の必然性（不可避性）〉によって

Heo6xo∂ZLuocmbκo　6HYMpe〃Heeo　cauoonpe∂eneHunである。自由は、主観的な合

同（合併）cy6beKTHBHy｝o　06benHHeHHocTb、偶然的な裁断c∬yqa加oe

yCMorpeHze、普遍性から椀ぎ離された個別的（単一的）なものの自存（自己

存在）caMo6slTHocTs　enHHHqHoro，　oTopBaBmerocfi　oT　Bceo6mHocTH、これらを

排除HCICJIK）qaTbする。反対に、自由は、普遍的なものの、有機的な接合（融

合）の、思弁的な具体性の、勝利TopmecTBo　Bceo6mero，　opraHMgecKoro

cpameHzsl，　cneKYJIslT”BHOti　KOHKPeTHOCTHである。自由は、「個別性（単一

性）」からの自己絶縁（放棄）を、要求しているoHa　Tpe6yeT　oT

＜＜e八MHHqHocTH＞＞caMooTpeqeH孤o

【自由の運命＝喪失と再生：経験的な偶然性と必然性の網としての世界の諸

現象：精神の悲劇（堕落と苦難）：精神の容器としての自然と（人間の）歴

史＝精神（と世界）の唯一の目的としての自由と、「諸国民の幸福、諸国家

の智慧、諸個人の徳が犠牲に供される屠殺台」

cyAb6a　cBo60Abl　＝　yTpaTa　H　Bo3po；KIIeHH：　　HBJIeHH兄　MHpa　KaK　　ceTb

3MnMpMgecKoti　cnyqa亘HocTH　H　Heo6xoAHMocTH：TpareAHfi　Ayxa（HaAeHHe　H

MblTapcTBo）：　llpMpoAa　日　HcTopHfl　（qe皿oBeKa）　KaK　cocyA　ノ］［yxa　－　cBo60na

KaK　e丑nHcTBeHHaH　lle∬b　Ayxa（H　MHpa），　H《60tiHfl，　B　KoTopoti《npHHocHTc別

B　　；KepTBy　　cHacTbe　　HapoAoB，　　MynpocTb　　rocAapcTB　　H　　Ao6po団eTenb

nHqHOCTeti》．】

　　こうしたことが自由であり、こうしたことが自由の運命cynb6aである。

自由の喪失yrpaTaと自由の再生Bo3po＞K」leHHeである。〈世界の諸形象〉の面

前での「活動現実性」＞＞AeticTBHTenbHocTb＞＞B　llHlle　06pa30e　、uuρaは、自由を、

より十全かつより完全に回復（復活）させるBoccTaHoB朋Tb。しかし、それ

ら（世界の諸形象）と並んで、経験的な偶然性Clly・｛atiHOCTbと経験的な必然
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性（不可避性）Heo6xoAHMocTbの網ceTsを形成cnaraTbしている「諸現象」

＞＞fiB∬eHIIsl＞＞は、そのままに留まっているOCTaTSCI。世界が存立している間、

この世界の中には、解放されない、諸事物、諸現象、そして、諸状態が、存

Wt　coxpanZTbCflしている。そして、この世界には、〈精神の悲劇＞mρaee∂Ufl（Oyxa

が存続している。精神は、いつまでも、次のような脅迫（威嚇）の下nOA　yrpo30ti

Toroに留まっているOCTaTbCfl。すなわち、「理性化されなかった」世界の諸

力く＜Heo6pa3yMHBwvaecfi＞＞c”ll51　MHpaは、剥落（消滅）oTnanaTbし、再起BoccTaHKTb

し、そして、おそらく、精神を諸々の新たな堕落や苦難naneH朋　H　MblTapcTBa

の中に誘い込むBOBneqbことになる、という脅迫（威嚇）の下に。なるほ

ど、自由は、しかるべく（目的に適って）自己を創造する現実（実在）的な

力peaJlbHafl，　llelecoo6pa3Ho　TBopflluafi　ce6H　cMnaではある。しかし、果たし

て、自由には、相変わらずなお理性（透明）化nPOCBeTnHTbされていない、

あくまでも感覚的な、エレメントが、対立していないであろうか？たしか

に、人間の歴史は、内的な形象としてB円叩eHHHM　o6pa30M、「精神」Ayxと

　　　　　　　　　　　　　ガ
「理性」Pa3yMで満ちている。人間の歴史は、自然と並んでHaPHAy．c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　め　

npHpoAoK）、精神の「容器」＞＞cocyn＞＞Ayxaである。人間の歴史は、世界の過

程MHPOBoti　fipoueccを、現存化され有機組織化された自由（の花冠）によっ

てocylllecTBJIeHHolo　M　opraHva30BaHHolo　cBo60AoK）、飾り立てているBeHqaTb。

というのは、自由の中には、「精神（と世界）の唯一の目的」＞＞elCPIHCTBeHHasI

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
ueHb　nyxa＞＞li　MHpaが、あるからである。けれども、やはり、歴史は、これ

と並んで、「そこで諸国民の幸福cqacTbe　HaponoB、諸国家の智慧My即ocTb

rocynapcTB、そして、諸個人のtW　no6poneTeflb　”HqHocTetiが犠牲）KepTBaに供

　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　ヨみ
される、大きな〈屠殺台〉＜＜601i朋》」に留まっている。

【叙事詩としてではなく悲劇として構成される世界における神の道程

nyTb　BoxWt　B　MHpe，　KoTopafi　cJlaraeTcfl　He　KaK月paMaTHqecKaH　noヨMa，　Ho

KaK．TpareAHf・】

　世界の生（生活活動）は、二つの相互に排除するエレメンタルな諸力の結
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合coBMe皿eHHe　nByx　B3aHMoHcKJIK）qaK）mHxcfi　cT”xHvaHBm　cHーにおいてのみなら

ず、自己を完全に絶対的な自由に還元することの不可能性HeBo3Mo）KHocTち

cBecTK　ce6fi　ueizKoM　K　a6co∬roTHoti　cBo60neにおいてまた、流れすぎて（経過

して）いるnPOTeKaTb。というのは、〈世界は生粋の思惟に残りなく変わりえ

ない〉〃uρHe・．vτoncem　npe〔；pamumbCfl　6es　ocmamκa　e　yucmyκo　Wblcnbし、　しか

し、世界が思惟に変わるとすればec－H　6bl　oH　B　Hee　npeBpaTHncfi、世界は

〈世界であることをやめるであろう＞oH　fiepecTall　6bi　6siTb　MzpoMからであ

る。絶対的な自由は、世界において再生BO3po）KnaTbCfiするが、世界をそっ

くり吸収nomo田aTbしてしまうわけではない。こうしたことは、世界におけ

る神の道程fiyTb　Fo）KHIi　B　Mzpeが、叙事詩npaMaTzgeKaA　flo3Maにおいてでは

なく、これがヘーゲルに帰されることが稀ではないように、悲劇Tpare丑朋に

おいて構成される（成立する）所以（理由）である。

【人間の魂、意思、具体的な習俗規範性の生活活動＝自由の悲劇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

旅H3Hb　　qeJloBegecKoH　　月ymH，　BoJIH　　H　　KoHKpeTHoH　　HpaBcTBeHHocTH　　二

叩areA”f・・CB・6・瓜a】

　こうした「自由の悲劇」＞＞TpareAus　cBo60na＞＞は、人間の、魂、意思、そし

て、具体的な人倫（習俗規範）の、生（生活活動）HH3Hb　ge∬OBeqeCKoti

nymva，　BollM　z　KoHKpeTHoti　HpaBcTBeHHocTHにおける以上に、より明確ffcHeeに

現れる06HapymHBaTSCHことはない。

原注

〔原注では頁ごとの脚注の形をとっているが、訳書では章ごとの通し番号にしている。〕

1）　CM．　maBy　qeTBepTyK）

2）Cp．：Lo、1．148；Enc．　III．291

3）　Cp．：Lo9．　III．318．　CM．　r皿aBH　qeTBepTylo，　ceJlbMyK）HBocbMYK｝

4）Cp．：Log．　H．243．　CM．rJIaBy　BocbMylo

5）Dff．221．

178



翻訳　イヴァン・A・イリーン『神と人間の具体性についての教説としてのヘーゲル哲学』

6）Dff．221

7）W．Beh．　367

8）Phan．442．　Cp．：Enc．　III．427；Ph．　G．20．21

9）ヘーゲル自身が自由のこのような解釈（説明）HcTo／lKoBaHneを与えている。；Hallp．：

　　Enc．　III．374、355．292．（Z．）．

10）ヘーゲルによって極めて頻繁に慣用されるこの術語のこうした〈第一の〉意味
　　3HaueHHe：〉＞an　sich＞＞（即自的に）は＞＞Ha　caMoM皿ene＞）（実際に），＜＜B　cynHocTH＞＞（本質に

　　おいて），《〈nonmaHHo＞＞（真実に）を意味3HaTbしている。この意味はカント以来保持さ

　　れていた。

11）「精神の哲学」において、しかし、他の諸著作においても、時折、ヘーゲルは、これ

　　らの述語を、〈無差別に（混乱して）＞promiscue使用していることが稀ではない。

12）この術語の〈第二の意味〉：＞＞an　sich＞＞は、〉＞HeHocpencTBeHHo＞＞（いきなり、直接的、無

　　媒介的に），＜＜Heoco3HaHHo＞＞（無意識に），＜＜He　pacXpblTo　nnfi　no3HaH”fi＞＞（認識に開示され

　　ていない）意味している。

13）この術語の〈第三の〉意味：＞＞an　sich＞＞は、＞＞cornacHo　oqeBHnHoti　nflA　Hac　cylllHocTli

　　Be噸〉（我々にとって歴然とした言縛物の類に従って）㎜npo㎝o（あるいは、単
　　に）＜＜」UIsl．Hac》（我々にとって）を意味している。

14）　CM．「”aBBI瓜e斑TyK）HoAHHHauaTyK）’

15）Cp．：ocy）KneHHe《Entsagung＞＞H《Gewltsamkeit＞＞Enc．　III．231；cp．：236（Z．）．237

　　（Z）．

16）Enc．　III．236　（Z．）．

17）＜＜Schranke＞＞．　Enc．　III．150．293（Z．）．

18）“ringen”，“Uberwinden”．　Enc．　III．293（Z．）．

19）Cp．：o“sich　einbilden”06るeicra．　Enc．　III．230．

20）Enc．　III．230．322（Z．）．

21）Cm．：Enc．　III　149．199．232．

22）Cp．：Enc、　III．24．47．231　234．（Z．）．252（Z．）．273　249－295．295（Z．）．371－372．

23）Enc．　III．150．

24）Enc．　III．149．

25）Cp．：“in　Besitz　haben”．　Enc．1］工229．

26）“als　Moment　unterordnen”．　Enc．　fil．231．

27）“umgesta！ten”．　Enc．237（Z．）．248（Z．）．

28）Cp．：Enc．　III．237（Z．）．

29）Enc．　II工232．

30）“aufzhren”．　Enc．　III．273．

31）“unterwerfen”．231．

32）Cp．：Enc．　HI．26（Z．）．61（Z．）、62（Z．）．28＆333．350．

33）“gefUgiges　und　geschicktes　Werkzeug”．　Enc．　III．　237（Z．）、

34）Enc．　III．232．

35）　“durchgangig”．　Enc　III．232．

36）“fiUssig”．　Enc．　III．232．

37）“widerstandlos”．　Enc　III．232；“ungehindert”．　Enc．　II工232．

38）“durchdrungen”．　Enc．　III．232．

39）“richtig　2ussert”．　Enc．　III．232，

40）“zu　einer　Unmittelbarkeit”．　Enc．　HI、：233．

41）Cp．：Enc．　Ill．258．294．（Z．）．
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42）“Abh01t皿g　gegen”．　Enc．　nl．231．

43）“gleichg（iltig”．　Enc．　IH．231．

44）“gebunden”．　Enc．　III．119（Z．）．；“verwickelt”．　Enc．　III．231．288．

45）“beschaftigt”．　Enc．　IH．229．230．

46）Enc．　III．229．230．

47）Enc．　III．150．239（Z．）．

48）Enc．　II．119（Z．）．

49）Cp．：Enc　III　152．

50）Enc．　III．25（Z．）．119（Z．）．230．297（Z、）．367（Z．）．

51）Cp、：Enc．　III．117－118．

52）“Starke”．　Enc．　HI。231．

53）Cp．：Enc．　III．232．

54）Cp．　III、237（Z．）．254．285（Z．）．292－293（Z．）．296．

55）Cp．：Enc　III．237（Z．）．

56）Cp．：Enc．　III．254、

57）Cp．：Enc．　III．231．237（Z．）．239．350．373．

58）Cp．：Enc　III．327－328．

59）Enc．　IH．149．337．（Z．）．

60）Enc．1江．119（Z．）．

61）“Sich　auf　sich　selbst　beziehen”、　Enc．　III．25（Z．）．201（Z．）．

62）Enc．　III．305（Z．）．350．

63）Cp．：Enc．　IH．152．

64）Enc．　III．148（Z．）．201（Z．）．288．

65）Enc．　III．26（Z．）．

66）Cp．，　Hanp．：Enc．　III．314（Z．）．

67）Cp．，　Hanp、：Enc．　III．329．337（Z．）．339．

68）Cp．：Enc　III．233．246．253．254－255．296．339．371．

69）Cp．：Enc　III．297（Z．）．305（Z．）．311．322（Z．）．346、349（Z．）．359－360（Z．）．H叩．

70）＜＜sich　erfassen＞＞：Enc．　III．69（Z．）．；“sich　in　Besitz　nehnlen”：Enc．　III．149、

71）Enc．　III．149．

72）Enc．皿24，

73）“bei　sich　sein”．　Enc．　IH．33．232．300（Z．）、351、

74）Enc．皿23（Z．）．41．69（Z．）．234（Z．）．236（Z．）．291（Z．）．296．301．373回p．

75）Enc．　IH．33．

76）Enc。　IH．351．

77）　CM．　FfiaBy　BocBMYK）．

78）　CpJII．119（Z．）．295（Z．）．H丑p．　CM．　rJlaBy　BocbMyK）．

79）

80）

81）

82）

83）

84）

85）

86）

Cp、：Enc、　III．201（Z．）．

Cp．：Enc．　III．237（Z．）．251（Z．）．295（Z．）．

“fertig　geworden　mit　dem　Inhalte”：Enc．　III．338（Z．）．

“

durchgefUhrtes　Aneignen”：Enc．　III．350．　Cp、：239；“vollendete　Besitznahme”：

Enc．　III．358．

Cp．：Enc．　m．295（Z．）．311（Z．）．

“ durchgebildet”：Enc．　IH．239．

“

Diffenz”：Enc．　III．230．

“Zeichen”：Enc．　III．239．240、339．
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87）“Abbild”：Enc．　III．248（Z．）．

88）“tilgen”：cp．：Enc　III．339．

89）　Cp．：Enc．　III．254．

90）Cp．：Enc、　m．292－293（Z．）。

91）Cp．：Enc．　III　296．298（Z．）．

92）　“gegenseitiges　Sichdurchdringen　der　denkenden　Subjektivitat　und　der　objektiven－

　　Vernunft”（思惟する主体性と客観的理性との相互的な自己貫通）：Enc。　III．358（Z．）．

93）Cp．：Enc、　III．　267（Z．）．Cp．　eme：＜＜alles　Fremdsein　im　Wissen　aufgehoben＞〉（全ての

　　疎遠な存在（他在）は知識活動において揚棄されている）：Prop．　205．

94）“mich　im　Andern，　als　mich　selbst　wissen”（私自身を知ることとしての、他者たちに

　　おいて私を知ること）：Enc　III．275；cp．284（Z．）．

95）Cp．：Enc　IH．292（Z．）．

96）Cp．：Enc．　HI．257（Z．）．

97）Cp．：Enc．　III．267（Z．）．

98）Enc．皿．370．376．

99）Enc．　III．300（Z．）．

100）　Cp．：Enc．　IIL　266．

101）Enc．　III．357（Z．）、

102）ibidem．

103）Cp．：Enc．　III．300（Z．）．

104）　Cp．：III．290（Z．）．

105）Enc．　IH．291（Z．）．

106）Enc．　III．232．

107）“das　ganz　Freie”（完全に自由なるもの）．

108）“heilig”：Enc　III．292（Z．）．

109）Cp．：Enc　HI．294．295（Z．）．296．298（Z．）．329．339．359　H　Ap．

110）Enc．　III．374．

111）Cp、：Enc．1且300（Z．）．

112）Enc．　III．375．

113）Enc．　m．375．

114）Cp．：Enc、1．20．44．　Enc．　HI．232．377　H　np．

115）Enc．　III．448、

116）Enc．　III．448．　KypcMB　Ferenfl．．

117）　Log．　H．182．

118）Enc．　HI．428．

119）Log．　H．182．　3To　TepMHHonor四ecKoe　opraH四eHHe　He　Me田aeT　caMoMy　「ere皿正o

　　　HacTanBaT。・H。6。m，cTBeHH・・T・・〈《・6P…B．M・pa＞＞，・・n・HTe・・M…aK・・M・・M・．（この術語

　　　論的な有機体性は、ヘーゲル自身が、〈世界の諸形象〉の神性を、汎神論を、無宇宙

　　　論を主張することを妨げない。）

120）Briefe．　II．79．

121）＜＜Die　Schranke　ist　also　nicht　in　Gott　ind　im　Geiste，　sondern　sie　wird　vom　Geiste　nur

　　　gesetzt　um　aufgehoben　zu　werden＞〉（従って、制限は神の中にも精神の中にも存在

　　　しないのであり、制限は、揚棄されるためにのみ、定立されるのである。）：Enc．　IIL

　　　39（Z．）．293（Z．）．

122）Cp．：Enc．1［1．37．　Beweise．388．389．390．431．433．　Beweise．　B．469．

123）　CM．　rfiaBy　nlflTYK）．
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124）Cp．：Log　II．230．　Enc．II．482－483．　Enc．　III．18（2．）．Bewise．3441i　np．

125）　CM．　F／laBbi　nePByK）’BToPylo’TPeTblo’

126）

127）

128）

Cp．　Log　III．241．　Enc．lll．22（Z．）．Bewise．367．429．434．437．438．

（〈zu　Grunde　geht＞＞：Beweise、445；《〈Untergang）〉：Log．　HI．241；“sich　aufl6sen”：

Beweise．434；“vernichtet”：Glaub　67．

Cp．：“die　Vernunft，　als　die　Rose　im　Kreuze　der　Gegenwart”：（現在の十字架の中の

薔薇としての理性）Recht　19．

129）Cp．：NohL　313．　CM．　rnaBbl　XpeTbro　H　nBeHanuary｝o．

130）Cp・・E…ll・28　Recht・87．・Ph．・G．・58；・P．・C　9THM・Diff．・265．・265－266，・n，　np。p。。。

　　　　fipHnMcblBaeTcA　cBo60Aa．（自由が自然に登録されている箇所）3To　npoT田ope朋e

　　　　pa3L只cHeHo　B　maBe員ec只T磁．（この対立は10章で解明されている。）

131）Aesth．1．14．102．

132）Cp．：Enc　III．442．　Aesth．1．14　H　np．

133）Cp、：D迂£206　Glaub．113．157．　Log．　III．318、　Lat　315．

134）Cp．，　Hanp．：Enc．　r［1．407、　Recht　50　H　np．

135）Cp．：Ph．　G．12．13．14．16．18．21．22．29．33．51．52．73．　H　np．

136）Enc．1工1．427．

137）Cp．：Recht．172．　Ph．　G、23．23．

138）“Schlachtbank”．　Ph．　G．25．

139）Ph．　G．25．
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